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 Vol.115

新しい出会いに笑顔あふれる
　吉備国際大学、吉備国際大学短期大学部、順正高等看護福祉専門学校の入学宣誓式が挙行されました。
新入生は新たな生活が始まり、希望に満ちた笑顔で先輩学生のサークル勧誘に応えていました。

（４月４日　吉備国際大学）

4 月
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　　　　　　　　　　37 億 5084 万 9 千円
【市税】　　　　　　　市民税や固定資産税、軽自動車税など

　　　　　　　　　　6 億 448 万 8 千円
【繰入金】　　　　　　基金などからの繰入金

　　　　　　　　　　4 億 3629 万 8 千円
【使用料及び手数料】　公共施設の使用料や申請手数料など

　　　　　　　　　　4 億 4047 万 8 千円
【諸収入】　　　　　　貸付金元利収入や雑収入など

　　　　　　　　　　2 億 1438 万 7 千円
【分担金及び負担金】　保育料や老人ホーム入所負担金など

　　　　　　　　　　6479 万 4 千円
【その他①】　　　　　繰越金、寄附金、財産収入など

　　　　　　　　　　107 億円
　　　　　　　　　　全国の市町村が等しく行政事務が行えるよう
【地方交付税】　　　　一定の基準により国から交付されるお金

　　　　　　　　　　37 億 76 万 6 千円
【市債】　　　　　　　公共事業の財源とするための長期借入金

　　　　　　　　　　21 億 9809 万 4 千円
【国庫支出金】　　　　使い道が特定される国からの補助金など

　　　　　　　　　　11 億 5674 万 6 千円
【県支出金】　　　　　使い道が特定される県からの補助金など

　　　　　　　　　　7 億 8310 万円
【その他②】　　　　　地方譲与税や地方特例交付金など

※自主財源…地方公共団体が自らの機能に基づいて自主的に収入するもの。地方税、分担金および負担
金、使用料および手数料など。歳入総額に占める自主財源の割合（自主財源比率）が高け
れば高いほど、地方公共団体の自主性と安定性があることを示します。

※依存財源…国や県の意思決定に基づき収入されるもの。地方交付金、市債、国庫支出金、県支出金、
地方譲与税など。

一般会計　総額 ２４０億５０００万円【前年度比３. ７％増】
一般会計とは、福祉や道路、教育、消防など市役所の基本的な仕事に関わる収入と支出を管理する会計です。

【市民税】40.3％
15 億 960 万円

【市税の内訳】

【固定資産税】
48.5％

18 億 2075 万円

【市たばこ税】5.4％
2 億 380 万円

【軽自動車税】2.6％
9560 万円

【鉱産税】0.0％
20 万円

【都市計画税】3.2％
1 億 2090 万円

依存
財源

77.1％

自主
財源

22.9％

【収入】

特別会計  総額 152 億 9239 万円【前年度比 3.1％増】
会　　　計 予　算　額

国民健康保険特別会計(事業) 41 億 8068 万円　
国民健康保険特別会計(直診) 5785 万円　
国民健康保険成羽病院事業会計 16 億 5900 万円　
へき地診療所特別会計 1063 万円　
後期高齢者医療特別会計 5億 988 万円　
介護保険特別会計 ( 事業 ) 46 億 6375 万円　
介護保険特別会計 (サービス ) 1 億 613 万円　
養護老人ホーム特別会計 2億 3995 万円　
特別養護老人ホーム特別会計 2億 5176 万円　

軽費老人ホーム特別会計 3218 万円　
住宅新築資金等貸付事業特別会計 160 万円　
畑地かんがい事業特別会計 2169 万円　
水道事業特別会計 3億 7872 万円　
簡易水道事業特別会計 13 億 655 万円　
下水道事業特別会計 17 億 1832 万円　
地域開発事業特別会計 1億 4386 万円　
巨瀬財産区特別会計 708 万円　
宇治財産区特別会計 215 万円　
有漢財産区特別会計 61 万円　

特別会計とは、国民健康保険や水道のように特定の収入により特定の事業を行うための会計です。

予算の概要を紹介します。　平成２６年度

2.5%
1.8%
1.8%
0.9%
0.3%
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一般会計　総額 ２４０億５０００万円【前年度比３. ７％増】

市民一人当たりの金額 一般会計予算【支出】( 目的別 ) を市民１人当たりに換算した使い道

724,005円
人口 33,218 人

（平成 26 年 3 月 31 日住民基本台帳人口）

161,238 円 ●福祉充実のために【民生費】
123,620 円 ●地域振興、公共施設の維持管理のために【総務費】
108,123 円 ●借入金返済のために【公債費】

92,368 円 ●道路、公園、河川整備のために【土木費】
72,441 円 ●学校教育、文化財保護のために【教育費】
69,266 円 ●保健衛生、ごみ収集のために【衛生費】
36,241 円 ●農業・林業の振興のために【農林水産業費】
22,559 円 ●火災・災害から守るために【消防費】
38,149 円 ●その他【その他】

一般会計とは、福祉や道路、教育、消防など市役所の基本的な仕事に関わる収入と支出を管理する会計です。

53 億 5598 万 8 千円　　　　　　　　　
高齢者や子育てなど福祉サービスに　　　　　【民生費】

41 億 640 万 1 千円　　　　　　　　　
住民登録、防犯対策、選挙などに　　　　　【総務費】

35 億 9162 万 4 千円　　　　　　　　　
借り入れた市債の返還に　　　　　【公債費】

30 億 6826 万 8 千円　　　　　　　　　
道路、公園、河川の整備などに　　　　　【土木費】

24 億 635 万 5 千円　　　　　　　　　
学校教育、スポーツ振興などに　　　　　【教育費】

23 億 89 万 5 千円　　　　　　　　　
健康増進、環境対策、ごみ処理など　　　　　【衛生費】

12 億 386 万 8 千円　　　　　　　　　
農業、畜産業、林業などの振興に　　【農林水産業費】

7 億 4935 万 4 千円　　　　　　　　　
火災、救急、防災対策などに　　　　　【消防費】

6 億 6174 万 5 千円　　　　　　　　　
災害復旧に　　　【災害復旧費】

3 億 2511 万 7 千円　　　　　　　　　
産業、商工業、観光振興などに　　　　　【商工費】

2 億 1474 万 5 千円　　　　　　　　　
議会運営に　　　　　【議会費】

5564 万円　　　　　　　　　
勤労者支援などに　　　　　【労働費】

1000 万円　　　　　【予備費】

【支出】
（目的別）

【人件費】17.2％
41 億 4755 万 5 千円

【扶助費】9.7％
23 億 2178 万 5 千円

【公債費】14.9％
35 億 9192 万円

【普通建設事業費】17.6％
42 億 5191 万 7 千円

【災害復旧事業費】2.8％
6 億 6519 万 7 千円

【物件費】12.6％
30 億 2213 万 3 千円

【補助費】12.9％
30 億 8494 万 5 千円

【繰出金】10.3％
24 億 6899 万 4 千円

【支出 (性質別 )】

義務的
経費

41.8％

投資的
経費

20.4％

その他
経費

37.8％

【貸付金・出資金】1.3％
3 億 1193 万 1 千円
【積立金】0.3％

6841 万 5 千円
【その他】0.4％
1 億 1520 万 8 千円

　平成２６年度は「住んでよかった、住み続けたいまち高梁」を実現する予算として、定住・子育て施策
の充実、観光やスポーツによる交流人口の増加を目指す取り組み、豊かな自然環境を活かした施策、教育
力の向上、地域経済の活性化に向けた支援策等の重点施策に積極的に取り組む予算編成を行いました。

　　　　　　　　　■問い合わせ　理財課財政係☎�０２０６

一般
会計
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快適で利用しやすい都市空
間の整備と景観まちづくり
を進めます

【都市基盤等整備施策】

継   

続
備中高梁駅西交通広場整備事業
【予算4億3970万円／まちづくり課☎�０２３８】

　来訪者にとって玄関口となるＪＲ備中高梁駅
の安全性・利便性等の機能強化や、駅周辺の活
性化を図るため、駅のバリアフリー化と駅前広
場の整備を行います。
【バリアフリー化】
　駅舎橋上化、駅構内エレベーター設置、列車とホームの段差解消
【利便性向上】
　東西連絡道へのエスカレーター設置、大屋根設置
【安全性確保】
　駅前広場のロータリー整備

継   

続
山田方谷顕彰・啓発事業
【予算 212万円／秘書政策課☎�０２０８】
　山田方谷は、江戸時代末期から明治時代初期
の漢学者、備中松山藩士です。学者として藩に
仕えていましたが、藩主板倉勝静のもとで藩政
改革を断行し、大きな成功をおさめました。方
谷の功績や思想、手法などとともに山田方谷の
名前を全国に広める活動を行っていきます。

新   

規
市制発足１０周年記念式典開催事業
【予算 300万円／秘書政策課☎�０２０１】
　１０月１日（水）に、合併１０周年を迎える
ことを記念して、市内外から来賓や関係者を招
き、式典を開催します。また、平成２６年度中
に行う主要なイベントを「高梁市発足１０周年
記念」イベントとし、１０周年の記念の年を盛
り上げます。

継   

続
新庁舎建設事業
【予算13億1171万円／事業調整課☎�０２８６】

　既存庁舎の老朽化や合併以来分散している庁
舎機能を統一するため、新庁舎建設事業を進め
ています。平成２７年３月に本体建築工事が完
成。平成２７年５月から供用開始し、既存庁舎
の解体、駐車場・道路整備工事を経て、平成２
７年１１月に事業完了の予定です。
【構造・規模等】
　鉄筋コンクリート造、１棟建（地下１階、地上５階）
【建築延べ床面積（建築面積）】
　約６５００平方㍍（約１５７０平方㍍）

新   

規
空家住宅等除去費補助金
【予算 2000万円／産業振興課☎�０２５７】

　高梁市歴史的風致維持向上計画の重点地区内
で、町並みの景観を阻害している建築物を除去
する場合に、除去工事等に要する費用の一部を
補助します。

新   

規
景観ガイドライン・PR パンフレットの作成
【予算422万円／まちづくり課☎�０２３８】

　市景観計画および景観条例の施行に向け、建
築物や工作物を新築・増改築等を行う際の景観
形成基準の具体的な事例について、分かりやす
く解説したガイドラインや、景観法および市景
観条例に基づく届出制度の概要を記載したパン
フレットを作成します。

平成 26 年度主な事業を紹介します
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誰もが住みたくなるような
地域を目指して、定住しやす
い環境づくりを進めます

【定住施策】

継   

続
合併処理浄化槽設置整備事業
【予算 6065万円／上下水道課☎�０２４４】
　公共下水道等の集合排水処理施設がない地域
における生活環境の改善と公共用水域の水質保
全のため、合併処理浄化槽を設置する人に対し
て補助します。
【補助金額】
　5人槽416千円、7人槽579千円、10人槽875千円

拡    

充
住宅建築費等助成金
【予算 4000万円／定住対策課☎�０２８２】
　市内に住宅を新築する人、住宅用地を購入す
る人、中古住宅を購入（賃貸）して改修する人
に対して助成し、本市への定住を支援します。
新たに「市外の建築事業者が施工する住宅の新
築」も助成対象として、更なる定住促進を図り
ます。

拡    

充
地域おこし協力隊運営事業
【予算 1937万円／定住対策課☎�０２８２】
　地域外の人材を積極的に誘致し、地域の活力
を呼び起こすとともに、その定住・定着を図り、
地域力の維持・強化を行うため、地域おこし協
力隊を設置しています。現在、4人の協力隊員（有
漢・成羽・川上・備中）に加え、高梁地域に隊
員を配置し、協力活動の充実を図ります。

継   
続

独身男女交流イベント開催
【予算 100万円／定住対策課☎�０２８２】
　定住促進対策として、未婚者への出会い・交
流の場の創出などに取り組んでいる高梁市まち
づくり結婚推進連絡会に対する支援を強化し、
多種多様な独身男女交流イベントを実施します。

継    

続
新婚世帯家賃助成金
【予算 600万円／定住対策課☎�０２８２】
　新婚世帯の市内への定住および民間賃貸住宅
の活用を図るため、市内の民間賃貸住宅に入居
する新婚世帯に対して家賃の一部を助成します。

継   

続
市営住宅管理事業（旧雇用促進住宅）
【予算1334万円／まちづくり課☎�０２３７】
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機
構から、雇用促進住宅３団地を譲り受け、入居
要件を緩和して定住促進と市の活性化を図りま
す。これにより、雇用促進住宅３団地は市営住
宅となり、管理運営を市が行うことになります。

継
　
続

移住相談会・就農相談会への参加
【予算 47万円／定住対策課☎�０２８２】
　　　　　　　農　林　課☎�０２２３

　東日本大震災以降、関東圏を中心に安全・安
心な暮らしを求めて移住志向が高まり、田舎暮
らしが見直される中で、農業への関心も高まっ
ています。県が主催する移住相談会へ積極的に
参加し、移住・就農相談を実施して希望者のニー
ズ把握・農業施策の情報提供を行います。

まちのデータ 市の人口推移
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（住民基本台帳データより）
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継   

続
子ども医療費支給事業

【予算1億2670万円／子ども課☎�０２８８】
　子育て支援として、子どもの健康の保持増進、
子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、０
歳から１８歳（１８歳に達した年度末）までの
医療費の自己負担分を原則無料となるよう助成
します。

継
　
続

子育て支援センター管理事業
【予算 1030 万円／子ども課☎�０２８８】
　高梁市子育て支援センター（ゆう・ゆうひろば）
を拠点施設（センター型）として、就学前の子
どもと保護者たちの交流、子育てに関する情報
の提供、相談への対応、講習会などを実施します。
また、子育てに関する総合的なサービスのコー
ディネートを行っています。

継   

続
不妊症対策支援事業

【予算350万円／健康づくり課☎�０２２８】
　子どもが欲しくても持つことが困難な夫婦に
対し、県が指定した医療機関において不妊症と
診断され、医療保険対象外の不妊治療を受けた
場合の治療費の一部を助成します。

拡  
充

要支援児対策事業（ｽｸﾗﾑ作戦）
【予算 1505 万円／子ども課☎�０２８８】
　要支援児の生涯にわたるよりよい環境づくり
のため、関係機関の連携と保護者の参加による
連携支援体制を構築し、就学前から学齢期、成
人期へと発展させた連携支援体制を強化します。

継   

続
広がる子どもの夢事業

【予算 150 万円／社会教育課☎�１５１４】
　市内の子どもたちが本物に触れ、実際に体験す
ることで夢を広げてもらい、自分の夢に一歩でも
近づいてもらう、さまざまな事業を行います。
・子ども歴史文化講座、プロスポーツ施設見学ツアーなど

安心して子どもを産み、育
てることのできる環境を整
えるため、子育て支援の充
実を図ります

【子育て支援の充実】

新  

規
幼保一体化事業

【予算 1396 万円／子 ど も 課☎�０２６４】
　　　　　　　    学校教育課☎�１５０９

　乳幼児の減少、幼稚園・保育園の園児数のア
ンバランス、施設の老朽化等の課題への対応と
して、すべての子どもにより良い就学前教育保
育を提供するため幼保一体化を進めていきます。
有漢、川上地域から幼保連携型認定こども園へ
の移行を目指し、必要な施設改修等を行います。

継   

続
放課後子ども教室推進事業

【予算 40 万円／社会教育課☎�１５１４】
　全ての子どもを対象に放課後や週末等に、地
域の安全で安心な子どもの居場所を設け、地域
の方々の参画を得て、子どもたちに勉強やスポー
ツ、自然体験などの交流活動の機会を提供し、
子どもたちが地域の中で、心豊かで健やかに育
まれる環境づくりを推進します。 24年19年 20年 21年 22年 23年
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観光・スポーツ・文化交流
を促進し、交流人口１００
万人を目指します！！

【交流人口 100 万人プロジェクト】

継   

続
文化・スポーツ交流活動奨励金
【予算200万円／スポーツ振興課☎�０１５２】
　市内の社会教育施設または体育施設を利用し
て行う文化・スポーツ交流活動を奨励し、交流
人口を増加させることを目的に、その文化・ス
ポーツ交流事業を行う主催者または主催団体に
対して奨励金を交付します。

継
　
続

備中神楽等保存伝承活動推進事業
【予算 397万円／社会教育課☎�１５１６】

　地域で受け継がれてきた、備中神楽や渡り拍子
を後世に伝えていくため、保存伝承活動や衣装等
の整備などを行う団体に対して補助し、その活動
を支援します。また、備中神楽研修会を開催し、
神楽師の技術向上と後継者の育成を図ります。

継   
続

産学官連携推進事業
【予算 100万円／秘書政策課☎�０２０８】

　平成２６年４月に吉備国際大学「アニメーショ
ン文化学部」が新設されました。市が取り組んで
いる「マンガ文化のまちづくり」を推進するため、
大学と連携して調査研究を行います。

継   

続
ヒルクライムチャレンジシリーズ 2014 高梁吹屋ふるさと村大会
【予算440万円／スポーツ振興課☎�０１５２】
　健康志向やエコに対する意識の高揚から世界
的に自転車がブームとなっており、広域的なス
ポーツ交流を進めるため、平成 23 年から開催
している自転車レース「ヒルクライムチャレン
ジシリーズ」を継続して開催します。本市を全
国へ発信する機会として活用していきます。

継   

続
町並み保存整備事業
【予算901万円／産業振興課☎�０２５７】
　城下町の面影を色濃く残す本町を中心に、町
家の保存・修景（周辺景観に調和した）整備へ
の助成を行い、歴史的町並みを維持します。高
梁市歴史的風致維持向上計画では、中心的な事
業として位置付け、対象地区内の建造物の保存
修理または修景等に対して助成を行います。

新   

規
観光広報事業（ラッピングバス制作）
【予算 78万円／産業振興課☎�０２１７】
　備北バス㈱所有の大阪梅田行き高速バス車両
（２台）に備中高梁の観光地等のラッピングを施
し、中国縦貫道沿い（兵庫県・大阪府等）、終点
である阪急梅田駅での知名度アップを図ります。

継   

続
観光戦略アクションプラン推進事業
【予算 379万円／産業振興課☎�０２１７】
　各観光協会をはじめ、民間事業者や各種団体、
そして地域住民の力を集結して観光振興を進め
ています。観光活性化により地域に活力とにぎ
わいを創出するための協働の推進を目的として
補助します。
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拡   
充

農地集積促進事業
【予算 150万円／農林課☎�０２２３】
　農地の流動化を促進し、意欲ある農業者の経
営規模の拡大を図るとともに、耕作意欲の低下
した農家の農地を有効活用するため、認定農業
者や「人・農地プラン」に位置づけられた中心
経営体等に対して、農地の貸借があった場合に
補助します。

拡  

充
地域商業活性化支援事業
【予算1800万円／産業振興課☎�０２２９】
　既存の商店が店舗の改修（リニューアル）や
共同施設の整備・改修、また移動販売車の購入・
改造を行う場合に費用の一部を補助します。

新  

規
起業・新分野参入支援事業
【予算 200万円／産業振興課☎�０２２９】
　市内の中小企業や起業を目指してチャレンジ
しようとする人に、新分野参入のための設備整
備費の一部を補助します。

拡   

充
住宅リフォーム事業費補助金
【予算1500万円／産業振興課☎�０２２９】
　市民の住環境の向上と市内の建築関係者の工
事受注の機会を増やし、地域経済の活性化を図
るため、市内建築業者等により住宅の改修や修
繕を行った場合に費用の一部を補助します。
　本年度から回数制限を無くし、２０万円まで
の限度額まで通算して利用できます。

商工業・農林業の振興を図
ります

【商工業・農林業の振興】

継   

続
在宅医療連携拠点事業
【予算 1666万円／保険課☎�０３０４】
　在宅医療・介護を連携させる仕組みを整備す
るために、医師、歯科医師、薬剤師、看護職員、
介護支援専門員等の多職種協働による在宅医療
支援体制の構築を図り、包括的かつ継続的な在
宅医療と介護の提供、在宅医療に関する普及啓
発を促進します。

新   

規
ＡＢＣ診断検診（胃がんリスク検診）
【予算312万円／健康づくり課☎�０２６７】
　血液検査によりピロリ菌感染の有無と胃粘膜
萎縮程度を測定し、胃がんになりやすいかどう
かを早めに見つける検診です。早期発見や適切
な治療を行うことで胃がんによる死亡を減少さ
せるために行います。

継   

続
すこやかプラン２１推進事業
【予算 1071万円／健康づくり課☎�０２６７】

　生活習慣病予防のため、各種健康相談・健康
教育、健康手帳の交付、家庭訪問、食育推進な
どを各地域で実施します。
・食育推進事業…健全な心身と豊かな人間性の育成
・健康運動教室…健康の維持増進・生活習慣改善
・我が家ではつらつ事業…健康への認識向上など

継  

続
有害鳥獣駆除事業
【予算 1507万円／農林課☎�０２２３】
　有害鳥獣による農作物被害に対して、猟友会
等とさらなる緊密な連携を図り、有害鳥獣対策
に取り組みます。
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美しい自然環境と快適な生活
基盤が調和した、安心・安全
なまちづくりを推進します

【健康・福祉・環境】

継   

続
学級編制弾力化事業
【予算1687万円／学校教育課☎�１５０９】
　児童一人一人に行き届いたきめ細かな指導を
推進し、児童の学力の向上と問題行動の未然防
止を図るため、小学４年生以下は３４人以下学
級とする市独自の学級編制を行います。

新   

規
高梁学習サポート教室事業
【予算 70万円／学校教育課☎�１５０９】
　地域の子どもたちは地域全体で育てるという
基本理念のもと、小・中学生に学び方を身に付
けさせながら確かな学力の定着機会を提供する
ため、ボランティアが中心となって第２・第４
土曜日の午前に「高梁学習サポート教室」を開
催しており、市も積極的に支援を行います。

新   

規
ＩＣＴ推進事業
【予算 56万円／学校教育課☎�１５０９】
　将来「一人一台の情報端末時代」が訪れるま
でに、教員のＩＣＴ活用力の向上を図る必要が
あります。持ち運びが容易で教室で手軽に活用
できるタブレットＰＣを市内の中学校１校の各
学年に１台と特別支援学級に１台配布し、今後
の活用を研究します。

次代を担う子どもたちの心
身の健やかな成長を支える
ため、教育環境の整備・充
実を図ります

【教育環境の整備】

継   

続
クラスサポート事業
【予算 827万円／学校教育課☎�１５０９】
　学習活動を進める上で、学級担任の補助が必
要な学級に、地域住民等をクラスサポーター（支
援員）として配置し、落ち着いた学級で児童が
学習に取り組めるようにします。クラスサポー
ターは、学校生活全般への意欲の向上が図れる
ように児童の支援を行います。

継   

続
資源循環型社会推進事業
【予算 42万円／環境課☎�０２５９】
　環境施策や地産地消等、市が持つ地域資源を
活かした持続可能な循環型社会の実現に向けた
取り組みを行います。ごみの減量化、再資源化
など循環型社会の推進に試験的に取り組む地域
や団体を募り、講習会の開催や器材の支給など
で参加団体の取り組みを支援します。

継   

続
農福連携障害者就労支援モデル事業
【予算 50万円／福祉課☎�０２８４】
　障害者の農林業分野への就労を支援するため、
実践モデル事業としてフキの栽培とまきの作製
を行います。障害の適性にあった作業体系、工程、
指導方法を検証し、障害者の農林業分野への就
労支援体制の確立を目指します。

新   

規
老朽危険空き家除去事業
【予算 300万円／環境課☎�０２５９】
　暮らしの安全・安心の確保や住環境の向上を
図るために、老朽化した危険な空き家で、近隣
民家や道路に被害を与える恐れがある「老朽危
険建築物」として市が認定した空き家の除去工
事費の一部を補助します。
・最大３０万円（補助対象工事に要する経費の３分の１）
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　■問い合わせ　上水道関係：上下水道課上水道業務係　☎�０２４２
　　　　　　　　下水道関係：上下水道課下水道業務係　☎�０２４４

～ 上水道・簡易水道・下水道・農業集落排水等 ～

各種料金・使用料を改定します
　４月１日から消費税が５％から８％に改定されたことに伴い、上水
道・簡易水道料金、下水道・農業集落排水使用料等を改定しましたの
でお知らせします。

◆上水道区域
　

　
　【参考例】
　　一般家庭（口径 13mm）で１カ月に２０㎥使用した場合、８０円の増額となります。
　　　改定前　基本料金１，５００円＋超過料金１，５００円＝３，０００円
　　　改定後　基本料金１，５４０円＋超過料金１，５４０円＝３，０８０円

◆簡易水道区域

　【参考例】
　　一般家庭（口径 13mm）で１カ月に２０㎥使用した場合、１００円の増額となります。
　　　改定前　基本料金２，０００円＋超過料金２，０００円＝４，０００円
　　　改定後　基本料金２，０５０円＋超過料金２，０５０円＝４，１００円

◆下水道使用料・農業集落排水使用料

　【参考例】
　　一般家庭で１カ月に２０㎥使用した場合、８０円の増額となります。
　　　改定前　基本料金１，０１８円＋超過料金２，０１６円＝３，０３０円（１０円未満切り捨て）
　　　改定後　基本料金１，０４７円＋超過料金２，０６４円＝３，１１０円（１０円未満切り捨て）

※上記以外の口径については、お問い合わせください。
※基本料金と超過料金の合計額に１０円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てます。
※�平成２６年４月１日前から継続して使用している人は、経過措置により５月検針分（６月請求分）から改定後
の金額が適用されます。

◆市設置型浄化槽使用料

※�加算額については、清掃・修繕を行った翌月に基本額に加算するため、５月請求分から改定後の金額が適用さ
れます。

口径 区分 改定前 改定後 差額
13mm

基本料金 基本水量１０㎥まで
1,500 円 1,540 円 40 円

20mm 1,700 円 1,740 円 40 円
全口径 超過料金（１㎥につき） 基本水量を超えるもの 150円 154 円 4 円

口径 区分 改定前 改定後 差額
13mm

基本料金 基本水量１０㎥まで
2,000 円 2,050 円 50 円

20mm 2,300 円 2,360 円 60 円
全口径 超過料金（１㎥につき） 基本水量を超えるもの 200円 205 円 5 円

区分 使用水量 改定前 改定後 差額

一般汚水
基本料金 基本水量８㎥まで 1,018 円 1,047 円 29 円

超過料金（１㎥につき） ８㎥を超えるもの 168円 172 円 4 円

区分 改定前 改定後 差額
基本額（１カ月当たり） 2,620 円 2,670 円 ��50 円

加算額
清掃加算

５人槽 20,200 円 ５人槽 20,780 円 580 円
７人槽 23,800 円 ７人槽 24,480 円 680 円
10人槽 28,100 円 10 人槽 28,900 円 800 円

修繕加算 修繕に要した費用に相当する額 修繕に要した費用に相当する額
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市営単独住宅の入居要件が変わります
　市は、幅広い所得層の人に住居の供給を行うため、市営単独住宅の入居要件を見直しました。
　◆見直し項目　①住宅困窮要件の廃止　②政令月収額を１０万４千円に引き下げ
　　　　　　　　③同居者要件の緩和（２ＤＫ住戸への単身入居可）　④連帯保証人要件に法人を追加

県営住宅高梁団地および雇用促進住宅（高梁宿舎・落合宿舎）は市の管理する住宅となります。
　４月から市内にある県営住宅高梁団地・雇用促進住宅を、市営の公営住宅として管理運営を行ってい
ます。これに伴い、下記のとおり住宅名称が変わりましたのでお知らせします。
　〇市営住宅　　　　県営住宅高梁団地　　　⇒　市営小瀬住宅
　〇市営単独住宅　　雇用促進住宅高梁宿舎　⇒　市営単独住宅高梁団地
　　　　　　　　　　雇用促進住宅落合宿舎　⇒　市営単独住宅落合団地

○市営住宅募集　申込受付期間【４月２５日㈮～５月８日㈭】
◆入居者資格　①所得要件に該当する　②現在住宅に困っている　③市町村税を滞納していない
　　　　　　　④暴力団でない　⑤その他、住宅により個別の条件があります
　　　　　　　※入居に際しては、保証能力のある連帯保証人が２人必要です。

住宅名 小学
校区 戸数 間取り 家賃（　）は別途 単身

入居 入居者の決定

北山（落合町阿部） 落合 １ 3DK
（4.5・2F：4.5・6）

12,500円～24,600円
（駐車場 1,500 円） ×

　申込者多数の場合
は、書類審査のうえ、
５月下旬に入居者選
考審議会に諮り入居
者を決定します。

頼久寺（頼久寺町） 高梁 １ 2LDK
（6・6）

19,000円～37,400円
（駐車場 1,500 円） ○

上谷第２（上谷町） 高梁 １ 3LDK
（6・6・6）

23,100円～45,400円
（駐車場 1,500 円） ×

小瀬（落合町阿部） 落合 １ 3DK
（4.5・2F：4.5・6） 11,800円～23,300円 ×

天神ケ丘（成羽町成羽） 成羽 １ 3DK
（3・4.5・6） 4,200 円～ 8,200 円 ○

星原第１（成羽町星原） 成羽 １ 3DK
（6・2F：6・6）

16,400円～32,300円
（共益費 3,200 円） ○

星原第３（成羽町星原） 成羽 １ 3DK
（6・6・6）

16,700円～32,800円
（共益費 3,200 円） ○

○市営単独住宅募集　申込受付期間【４月２５日㈮～５月８日㈭】
◆入居者資格　①政令月収が１０万４千円以上である　②市町村税を滞納していない　③暴力団でない
　　　　　　　④市営住宅の家賃および割増賃料を滞納していない　⑤その他、住宅により個別の条件があります
　　　　　　　　※政令月収：世帯全員の年間粗収入から給与所得控除、配偶者控除、扶養親族控除等を行い 12で除した額。
　　　　　　　　※入居に際しては、保証能力のある連帯保証人が２人必要です。

住宅名 小学
校区 戸数 間取り 家賃（　）は別途 単身

入居 抽選会・現地見学会等

中市住宅（有漢町有漢）
（A-1 号）

有漢
西 １ 3DK

（6・6・6）
30,000 円

（共益費 3,200 円） × ◎入居者抽選会
　５月１７日㈯

高梁団地（落合町阿部）
（1号棟 1～ 4階） 落合 ４ 3DK

（6・6・4.5）
30,000 円

（駐車場 2,500 円） ×
◎現地見学会
　5月 3日㈯　
高梁団地：午後 3時～
落合団地：午後 1時～

◎入居者抽選会
　５月１７日㈯

☆自治会加入必須
※自治会費・維持管理
費等が別途必要。

高梁団地（落合町阿部）
（1号棟 5階） 落合 ３ 3DK

（6・6・4.5）
28,500 円

（駐車場 2,500 円） ×

高梁団地（落合町阿部）
（2号棟 1～ 4階） 落合 12 2DK

（6・4.5）
24,400 円

（駐車場 2,500 円） ○

高梁団地（落合町阿部）
（2号棟 5階） 落合 ４ 2DK

（6・4.5）
23,100 円

（駐車場 2,500 円） ○

落合団地（落合町阿部）
（1～ 4階） 落合 20 3DK

（6・6・4.5）
34,200 円

（駐車場 2,500 円） ×

落合団地（落合町阿部）
（5階） 落合 11 3DK

（6・6・4.5）
32,400 円

（駐車場 2,500 円） ×

■市営住宅入居者募集のお知らせ

■問い合わせ　まちづくり課住宅係　☎�０２３７
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「
高
梁
市
景
観
計
画
④
」
～
備
中
高
梁
の
風
情
を
活
か
す
景
観
ま
ち
づ
く
り
～

　
平
成
26
年
７
月
施
行
予
定
の
高
梁
市
景
観
計
画
・
景
観
条
例
（
案
）
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
１
月
号
か
ら
連
載
し
て
い
る
「
高
梁
市
景
観
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、

今
月
号
で
は
、
建
築
物
や
工
作
物
な
ど
を
新
築
、
増
築
、
改
築
も
し
く
は
移
転
、
模
様
替
え
な
ど
（
以
下
、「
新
築
な
ど
」
と
い
う
。）
を
す
る
場
合
の
デ
ザ
イ
ン
や
形
、
色
な

ど
の
整
備
基
準
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
計
画
係　
☎
�
０
２
３
８　

◆
基
準
に
沿
っ
た
整
備
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す

　

高
梁
市
景
観
計
画
（
案
）
で
は
、

良
好
な
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

「
建
築
物
や
工
作
物
の
新
築
な
ど
を
す

る
場
合
の
デ
ザ
イ
ン
や
形
、
色
な
ど

の
整
備
基
準
（
景
観
形
成
基
準
）」
を

定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
宅
や
倉

庫
、
塀
な
ど
を
新
築
す
る
場
合
は
、

こ
の
基
準
に
沿
っ
た
整
備
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
場
合
は
、
助
言
・
指

導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
高
梁
城
下
町
地
区
の 

景
観
形
成
基
準

　

本
地
区
で
は
、「
自
然
緑
地
景
観

形
成
ゾ
ー
ン
」「
歴
史
的
町
並
み
景

観
形
成
ゾ
ー
ン
」「
駅
周
辺
景
観
形

成
ゾ
ー
ン
」
の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
ご
と

の
特
性
を
踏
ま
え
た
景
観
形
成
基
準

を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

①
自
然
緑
地
景
観
形
成
ゾ
ー
ン

　
岡
山
県
策
定
の
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
景
観
計
画
（
以
下
、「
県

計
画
」
と
い
う
。）
の
基
準
を
継
承
し
、「
山
並
み
な
ど
の
自
然
景

観
の
保
全
と
調
和
」
を
基
本
と
し
た
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
基
準
の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山並みと町並み

②
歴
史
的
町
並
み
景
観
形
成
ゾ
ー
ン

　
県
計
画
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
伝
統
的
建
築
物
の
保
全
と
調
和
」

な
ど
の
基
準
に
加
え
て
、
さ
ら
に
本
市
独
自
の
新
た
な
基
準
を
定

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
本
町
通
り
や
石
火
矢
町
の
武
家
屋
敷

通
り
な
ど
の
歴
史
的
な
町
並
み
と
、
土
塀
や
門
な
ど
が
ま
と
ま
っ

て
残
る
「
景
観
形
成
道
路
」
の
沿
道
で
は
、
屋
根
や
外
壁
の
色
の

指
定
、和
瓦
葺
き
勾
配
屋
根
の
設
置
な
ど
、他
の
ゾ
ー
ン
に
比
べ
て
、

よ
り
き
め
細
や
か
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
基
準

の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事項 景観形成基準

形態
山並みの景観などとの調和に配慮し、原則とし
て勾配のある屋根を設けるとともに、適切な軒
の出を有すること。

色彩
けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着い
た色彩を基調とし、山並みなどとの調和に配慮
すること。

事項
景観形成基準

①�景観形成道路
の沿道 ①を除く地区

色彩

屋根は、黒色、
灰色（いぶし銀）、
こげ茶色、もし
くはこれに類し
た落ち着いた色
彩を用いるよう
に配慮すること。

本地区におけ
る伝統的建築
物の色彩と調
和した色彩を
用いるように
配慮するこ
と。

外壁は、白色、
灰色、黒色、も
しくは木材や石
材、土等の自然
素材が持つ色彩
を基調とした落
ち着いたものを
用いるように配
慮すること。
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　３月２２日、市のよりよい景観づくりについて考える「たかはし景
観フォーラム」を文化交流館で開催し、市内外から約１７０人が参加
しました。
　はじめに「次世代に美しい町を残す」と題して、上田恭嗣さん（ノー
トルダム清心女子大学教授）が基調講演を行い、「景観を守り、育て
るだけでなく、これらと調和した新たな景観をつくっていくことの大
切さ」など、景観づくりの重要性について話しました。

　その後、市まちづくり課が７月施行予定の「高梁市景観計画（案）」
の概要説明を行いました。
　最後に、中村泰典さん（ＮＰＯ法人倉敷町家トラスト代表理事）が
「まちにあかりを灯す」と題して、事例発表を行い、「まちづくりの３
要素は、人・しくみ・コミュニケーション」と語り、参加者は市民と
行政などとの協働の取り組みについて認識を深めました。

■「たかはし景観フォーラム」を開催しました

■問い合わせ　まちづくり課都市計画係　☎�０２３８

※来月号では、吹屋周辺地区の景観形成基準などについてお知らせします。

事項
景観形成基準

駅西側
（駅前大通り・城見通りの沿道）

駅東側
（高梁駅松連寺線の沿道）

形態
勾配屋根、もしくはこれに模
したものをできるだけ設ける
ように努めること。

原則として勾配屋根を設けると
ともに、適切な軒の出を有する
こと。

意匠 城下町の風情を感じさせるような和風の趣のある意匠を取り入れ
るように配慮すること。

③
駅
周
辺
景
観
形
成
ゾ
ー
ン

　
本
市
独
自
の
新
た
な
重
点
地
区
に
指
定
す
る
「
駅
周
辺
景
観
形

成
ゾ
ー
ン
」
で
は
、「
城
下
町
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
和
風

の
趣
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
や
色
な
ど
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
」
な
ど
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ゾ
ー

ン
で
は
、
歴
史
的
な
町
並
み
が
色
濃
く
残
る
高
梁
市
の
玄
関
口
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
基
準
の
一
部
は

次
の
と
お
り
で
す
。

駅前大通り城見通り

本町通り石火矢町の武家屋敷通り
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魅力ある高梁市を一緒につくりましょう

平成２７年度採用市職員募集
　市は、「ひと・まち・自然にやさしい高梁」を目指して、次のとおり
平成 27年度採用の市職員を募集します。意欲と情熱のある人の応募
をお待ちしています。
　■問い合わせ　総務課職員係　☎�０２０５

募 集 職 種 受　験　資　格 採用予定
人　　員

１次試験日
試験会場

事
務
職

大
学
卒

昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校教育法
に基づく 4 年制大学を卒業した人、または平成 27 年
3 月 31 日までに卒業見込みの人

３人程度

６月 22 日㈰
高 梁 総 合 文 化 会 館

（原田北町 1212）
  ☎� 1040

土木技術職

昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校教育法
に基づく４年生大学、短期大学、高等専門学校、専修
学校（修学年限２年以上の専門課程に限る）の土木専
門課程を卒業した人、または平成 27 年 3 月 31 日ま
でに卒業見込みの人

２人程度

保 育 士
幼稚園教諭

昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士資格
と幼稚園教諭普通免許（1 種または 2 種）を有する人、
または平成 27 年 3 月 31 日までに取得見込みの人

２人程度

◆受付期間　5 月 30 日㈮まで　午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分（土・日曜日、祝日を除く）
◆受付場所　高梁市役所  総務課職員係（〒 716-8501　高梁市松原通 2043 番地）
◆申込用紙の配布場所　市役所総務課、各地域局、各地域市民センター、教育委員会学校教育課
　　　　　　　　　　　※市ホームページからもダウンロードできます。
◆郵送による申し込み　5 月 28 日㈬の消印までを有効とし、それ以降のものは受理しません。
　　　　　　　　　　　　受験票送付のため、宛名を明記し 82 円切手を貼った返信用封筒を同封してください。

募 集 職 種 受　験　資　格 採用予定
人　　員

試 験 日
試験会場 その他

看　護　師
年齢が満 40 歳未満（申込
時）の人で、看護師免許を
取得している人

若干名
申込者に別途
通知します

●受験希望者はあらかじめ総務課
職員係（☎�０２０５）へご連絡
ください。

理学療法士
年齢が満 35 歳未満（申込
時）の人で、理学療法士免
許を取得している人

１人

◆受付期間　随時募集　午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分（土・日曜日、祝日を除く）
◆受付場所　高梁市役所  総務課職員係（〒 716-8501　高梁市松原通 2043 番地）
◆申込用紙の配布場所　市役所総務課、成羽病院事務局、各地域局、各地域市民センター
　　　　　　　　　　　※市ホームページからもダウンロードできます。
◆郵送による申し込み　受験票送付のため、宛名を明記し 82 円切手を貼った返信用封筒を同封してください。

平成２６年度市職員を募集（随時）

看護師・理学療法士募集
　市は、次のとおり平成２６年度市職員を募集（随時）しています。
　■問い合わせ　総務課職員係　☎�０２０５
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〈
旭
日
単
光
章
〉

元
成
羽
町
議
会
議
員

畝う
ね

尾お 
武た

け
るさ

ん
(88)
（
成
羽
町
長
地
）

　
「
受
章
の
栄
に
浴
し
、
こ
の
上
な

い
幸
せ
。
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
話
す
畝
尾
さ
ん
。

　

昭
和
58
年
、
地
域
住
民
に
推
さ

れ
て
、
成
羽
町
議
会
議
員
に
当
選
。

４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地

方
自
治
の
確
立
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

町
議
会
で
は
議
長
、
副
議
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
。
地
域
社

会
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
「
在
職
時
は
、
周
辺
地
域
の
道
路

整
備
や
改
修
、
生
活
改
善
な
ど
に

力
を
入
れ
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

 ■問い合わせ　農林課農業振興係　☎�０２２３

《
商
工
業
振
興
部
門
》

■
日に

っ

軽け
い

形か
た

材ざ
い

株
式
会
社

　

昭
和
48
年
４
月
、
押
出
か
ら
加
工
ま

で
手
が
け
る
ア
ル
ミ
押
出
形
材
の
総
合

メ
ー
カ
ー
と
し
て
設
立
。
現
在
の
従
業

員
数
は
２
３
４
人
で
、
地
域
工
業
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
、１
４
０
０
１
を
認
証

取
得
し
、
環
境
面
に
配
慮
し
た
経
営
に

も
努
力
し
て
い
ま
す
。

■
本ほ

ん

丁ち
ょ
う

商
店
会

　

昭
和
20
年
代
に
発
足
し
、
昭
和
45
年

に
組
織
化
。
備
中
神
楽
を
地
域
資
源

と
し
て
、
会
員
ら
が
本
丁
商
店
街
に
平

成
19
年
か
ら
５
年
間
を
か
け
て
陶
器
オ

ブ
ジ
ェ
19
体
を
制
作
し
、「
神
楽
ロ
ー
ド
」

と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
特
産
品

の
開
発
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

《
地
域
農
業
振
興
部
門
》

■
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
花か

木ぼ
く

生
産
部
会

　

平
成
22
年
に
設
立
。
シ
ャ
ク
ヤ
ク
や

花
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ィ
ス
な

ど
の
希
少
品
目
で
花
き
産
地
の
育
成
を

図
り
、
全
国
有
数
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
衰
退
し
て
い
た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の

産
地
復
興
に
取
り
組
み
、
ブ
ラ
ン
ド
化

や
余
剰
株
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ

り
、再
び
面
積
の
拡
大
を
図
って
い
ま
す
。

地域産業への貢献をたたえる

大河賞
　地域の産業振興に功績のあった個人や団体に贈る「大河
賞」の受賞者が決まりました。同賞は、故大河寅蔵・元高
梁町長の遺族からの寄付をもとに基金を設け、昭和 40年
から表彰しています。

前列左３人目から、受賞者の日軽形材・水河
弘海社長、本丁商店会・難波彰浩代表、花木
生産部会・森田旭二副会長

高
齢
者
叙
勲

「
小
・
中
・
高
に
続
き
、
大
学
で
も
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会

は
い
つ
も
の
雰
囲
気
と
は
違
い
、
強
い
人
に

向
か
っ
て
い
く
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し
た
」

■
石い

し

井い 

健た
け

大ひ
ろ

さ
ん
（
南
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

●
天
皇
賜
杯
・
皇
后
賜
杯

　

全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
平
成
25
年
10
月
25
日
～
27
日
・
茨
城
県
）

※
学
年
、
住
所
は
大
会
出
場
時
で
す
。

　
「
初
め
て
の
全
国
大
会
で
、
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
実
感
し
、
お
手
本
に
な
る
よ
う
な
選
手

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
平ひ

ら

山や
ま 

幸ゆ
き

奈な

さ
ん
（
段
町
）

吉
備
国
際
大
学
４
年

●
全
国
青
年
大
会［
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
］

（
平
成
25
年
11
月
８
日
～
11
日
・
東
京
都
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係　

☎
�
０
２
１
０

功績をたたえて

栄光をたたえます
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　親子のふれあいと健康で明るい仲間づくりをモットーに消防署見学、親子遠足等さまざま
な活動をしています。随時会員を募集していますのでお気軽にお申し込みください。
　※母親クラブとは別の活動クラブです。
◆対 象　市内在住の０～４歳の乳幼児とその保護者

乳幼児のいる家族 集まれ！「のびっこクラブ」会員募集

■問い合わせ・申し込み　高梁公民館　☎�０１８０

子育て世帯向け市営住宅が完成しました

■問い合わせ　まちづくり課住宅係　☎�０２３７

◆入 居 者 資 格　次の全てに該当する人
　 　 　①子育て世帯（18歳未満の同居の親族がいる）である
　 　 　②月額所得が１５万８千円以上（４０歳未満の人は１２万３千円以上）４８万７千円以下である
　 　 　　※月額所得：世帯全員の年間粗収入から給与所得控除、配偶者控除、扶養親族控除等を行い12で除した額
　 　 　③自ら居住するための住宅を必要とする
　 　 　④暴力団員でない
　 　 　⑤市営住宅の家賃および割増賃料を滞納していない
　 　 　⑥市町村税を滞納していない
◆連 帯 保 証 人　独立の生計を営み、確実な保証能力を有する連帯保証人２人があること
◆受 付 期 間　４月２５日㈮～５月８日㈭
◆現 地 見 学 会　５月３日㈯　午前１０時～正午まで（スリッパをご持参ください）
◆入居者抽選会　５月１７日㈯　午前１０時～　市役所第２庁舎会議室（落合町近似）

　若者の定住を促進するため、成羽町星原地内に建設していた子育て
世帯向け市営住宅（２戸）が完成し、入居者を募集します。
●住 宅 名　市営星ケ丘住宅（成羽町星原）
●構 造　木造一戸建て（３ＬＤＫ）
●面積・戸数　平屋建て　１戸（延床面積８４．５平方㍍）
　　 　　二階建て　１戸（延床面積９２．７平方㍍）
●設 備　オール電化システム、駐車場２区画、屋外倉庫
●特 徴　広々とした１６畳のリビング・ダイニングキッチン
●家 賃　月額家賃５万５千円（共益費3,200円）

子育て支援情報
募　集

募　集

　市は、従業員の子育てや地域における子育てを積極的に応援する企業を募集しています。
子育てを応援することを宣言し、市へ登録した「パパ・ママ・子育て応援企業」については、
市ホームページで紹介し、従業員の育児休業取得や再雇用で要件を満たす場合は、市から奨
励金が交付されます。多くの企業からの応募をお待ちしています。

パパ・ママ・子育て応援企業　子育てに積極的な企業を応援します　

■問い合わせ・申し込み　子ども課子ども支援係　☎�０２８８

　子どもの夜間の急な発熱やけいれんなど、具合が悪くなったときの保護者の不安や、症状へ
の対応方法などについて当番小児科医、看護師が電話で相談に応じ、医療機関への受診につい
て適切な助言をします。
◆相談日時　【土・日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）】
　　　　　　　午後 6時～午後 11時（相談対応：小児科医師）
　　　　　　　【平日の月～金曜日】
　　　　　　　午後 7時～午後 11時（相談対応：看護師）
◆電話番号　☎♯８０００、または☎０８６－２７２－９９３９
◆対 象 者　県内在住のおおむね１５歳以下の人、その保護者

小児救急医療電話相談

■問い合わせ　岡山県保健福祉部医療推進課　☎０８６－２２６－７４０３

募　集

お知らせ
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◎ゆう・ゆうひろば
場　所：子育て支援センター　
　　　　　（順正高等看護福祉専門学校２号棟）
ゆう・ゆうタイム 10:00～11:30

4月25日㈮　「守ろう交通マナー」
5月 2日㈮　「もうすぐこどもの日」
5月 9日㈮　「お母さんありがとう」
5月16日㈮　「戸外遊び（落合ふれあい公園）」
5月23日㈮　「赤ちゃんタイム」

サロン　毎週月～金曜日（祝日除く）10:00～16:00
家庭相談日　4月24日㈭、5月16日㈮、5月28日㈬
※保育士への相談やファミリーサポート事業の申し込み等
は、午前8時30分～午後5時15分まで受け付けています。

■問い合わせ　子育て支援センター（☎�２４５０）
　　　　　　　子ども課（☎�０２８８）

◎母子相談
月・火・木・金　9:00～16:00　子ども課相談室
■問い合わせ　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）

◎家庭児童相談
月・火・水・金　9:00～16:00　子ども課相談室
■問い合わせ　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）

◎教育相談
月～金　9:00～17:00　教育委員会相談室
■問い合わせ・電話相談　（☎�７

な
８
や
６
む
７
な
）

◎子どもの心とからだの総合相談（要予約）
5月 8日㈭　13:00～15:00（受付）備北保健所

■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）

◎思春期（ひきこもり）相談（要予約）
4月24日㈭　 9:30～11:30　備北保健所
5月22日㈭　 9:30～11:30　備北保健所

■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）

◎のびのび親子教室　※申し込みが必要です
内　容：お子さんの発達について心配な人へ、遊びを

とおしてコミュニケーションや関わりを学ぶ
教室

対　象：２歳前後の子どもとその保護者
5月27日㈫　10:30～11:30　高梁保健センター

◎親子で遊べる教室
親子体操教室　※初回は申し込みが必要です
対　象：おおむね2歳～就学前の幼児　　　　
5月13日㈫　14:30～15:10　高梁保健センター

ちびっこ広場
対　象：おおむね1歳～就学前の幼児
5月15日㈭　10:00～11:30　成羽健康管理センター

あそびのひろば
対　象：おおむね1歳～就学前の幼児
持参品：母子健康手帳
5月15日㈭　10:00～12:00　川上保健センター

◎離乳食教室　※申し込みが必要です
内　容：離乳食の調理実習　※託児ができます
持参品：エプロン、三角巾、筆記用具、母子健康手帳
対　象：乳児の保護者

5月29日㈭　13:30～15:30　高梁保健センター
◎育児相談

内　容：身体測定、個別相談
持参品：母子健康手帳
対　象：0歳～就学前の幼児

5月 9日㈮　10:00～11:00（受付）有漢保健センター
5月15日㈭　10:00～10:30（受付）成羽健康管理センター
5月15日㈭　 9:45～10:00（受付）川上保健センター

◎ひよこ園（療育指導）
　場　所：高梁保健センター（和室）
　　5月 8日㈭　10:30～16:00
　　5月22日㈭　10:30～16:00

■問い合わせ・申し込み
　　健康づくり課母子保健係（☎�０２２８）、有漢地域局地域振興課（☎�３２１２）、成羽地域局地域振興課（☎�３２１３）
　　川上地域局地域振興課（☎�２２００）、備中地域局地域振興課（☎�４５１２）

子どもの病気 Ｑ＆Ａ 教えて！保健師さん

　水ぼうそうは、水痘・帯状疱疹ウイルスにより、
発熱と水をもった赤いブツブツが全身にできる病気
です。熱があまり出ないことも多く、ブツブツで気
づくことがほとんどです。ウイルスに感染して、症
状が現れるまで２週間の潜伏期間があり、発症後は
１週間程度で治ります。主に１歳～４歳頃に多くみ
られます。
　治療には、塗り薬とかゆみ止めの飲み薬がありま
すが、最近は水ほうを軽くする飲み薬があり、初期
のうちに治療できれば軽い症状で治まります。

　また、感染して３日以内であれば予防接種が有効
です。もし感染が心配される時は、かかりつけ医に
ご相談ください。
　水ぼうそうは感染力が強く、飛沫感染・接触感染・
空気感染によって人から人に感染し
ます。子どもが感染した時は、医者
の許可が出るまで通学できません。
完全に治るまで他の子どもたちとの
接触は避けるようにしましょう。

水ぼうそうって？Ｑ

Ａ

健康づくり課　赤木保健師

子育て支援情報
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　国民年金

筋力アップ教室（ヘルスアップ）の参加者を募集します

■問い合わせ・申し込み　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７

　毎日の健康づくりや運動習慣を身に付け、筋力アップを目指す「筋力アップ（ヘルスアップ）
教室」を開催します。自宅でできる運動で、脂肪を燃焼させることを目標にした女性だけの
教室です。興味のある人は、ぜひご参加ください。
◆対 象　４０歳～６９歳までの女性　先着２０人
　　　　　　　※平成25年度または平成26年度特定健診結果表などを提出できる人
◆会 場　勤労青少年ホーム（落合町近似）
◆日 時　�６月４日、６月11日、６月18日、６月25日、７月２日、７月９日、７月16日、

７月23日、７月30日、８月６日（いずれも水曜日）
　　　　　　午後２時～午後３時３０分
◆内 容　健康運動指導士による運動実技など
◆料 金　無料
◆申込期限　５月２０日㈫　※定員になり次第、締め切ります。

献血にご協力をお願いします（４月）
　市は、下記のとおり献血を実施しますのでご協力をお願いします。

■問い合わせ　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７

月　　日 時　　間（受　付） 場　　　　所

４月２９日㈫
　午前９時３０分　～　午後０時３０分

ゆめタウン高梁（落合町阿部）
　午後１時３０分　～　午後４時　　　

税目 期 納期限
（口座振替日） 【予告】５月の納期限（口座振替日）

〇軽自動車税
※納期限／口座振替日＝６月２日㈪固定資産税・都市計画税 １期

（全期） ４月３０日㈬

【お願い】口座振替を登録されている人は、振替日前に預金残高の確認をお願いします。

　税金　４月納期限（口座振替日）のお知らせ　　　　問税務課　☎�０２１５

未支給年金を受け取れる遺族の範囲が拡大します！
　年金受給者が死亡した場合、死亡した月の年金については、生計を同じくしていた２親等以内の親族が
「未支給年金」として請求することができます。
　この未支給年金を請求することができる親族の範囲が平成２６年４月１日から「生計を同じくしていた
３親等以内の親族等」まで拡大します。（法施行後の死亡に限る。）
　※未支給請求を請求できる遺族の範囲
【現行】
生計を同じくしていた…
配偶者、子、父母、孫、
祖父母、兄弟姉妹

【改正後】
生計を同じくしていた…
配偶者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹、
めい、おい、子の配偶者、おじ、おば、ひ孫、曾祖父母など

問市民課　☎�０２５２
　 日本年金機構高梁年金事務所　☎�０５７２

生 活 支 援 情 報

募　集

お知らせ
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◎ふれあい相談
　　10:00～15:00　高梁総合福祉センター
　心配ごと相談・高齢者サービス相談　5月15日㈭
　身体障害者相談　　　　　　　　　　5月 1日㈭
　福祉総合相談　　　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　※各相談窓口において随時相談に応じます。

■問い合わせ・相談予約
　高梁市社会福祉協議会地域福祉課（☎�７２４３）
　有漢支所（☎�３２１８）成羽支所（☎�２００５）
　川上支所（☎�９７７０）備中支所（☎�３１３１）

◎人権擁護委員によるなやみごと相談
4月22日㈫  9:00～12:00　宇治総合会館
5月 7日㈬  9:00～12:00　市役所別館第５会議室
5月 8日㈭  9:00～12:00　成羽文化センター
■問い合わせ　岡山地方法務局高梁支局（☎�２３１８）

◎法律相談（予約制）
5月13日㈫ 13:00～16:00　市役所別館第５会議室
■問い合わせ・申し込み　市民課市民係（☎�０２５４）

◎行政相談
5月 7日㈬　9:00～12:00　川上総合学習センター
5月12日㈪　9:00～12:00　市コミュニティプラザ
5月16日㈮ 10:00～15:00　成羽公民館吹屋分館
5月21日㈬　9:00～12:00　有漢保健センター
■問い合わせ　市民課市民係 （☎�０２５４）
　　　　　　　各地域局地域振興課

月　　日 医療機関名（所在地） 電話番号

４月２９日㈫ 池田医院（中間町）
野村医院（巨瀬町）

☎�２２４４
☎�０００３

５月　３日㈯ 高梁整形外科医院（本町）
川上診療所（川上町）

☎�１５３１
☎�４１８８

５月　４日㈰ 大杉病院（柿木町） ☎�５１５５

５月　５日㈪ 備中整形外科病院（成羽町）
三村医院（巨瀬町）

☎�４３１１
☎�９０１０

月　　日 医療機関名（所在地） 電話番号

５月　６日㈫ 仲田医院（落合町）
有漢診療所（有漢町）

☎�０５１１
☎�３１４１

５月１１日㈰ 高梁中央病院（南町） ☎�３６３６

５月１８日㈰ 西医院（中之町）
備中診療所（備中町）

☎�２８２０
☎�９００１

５月２５日㈰ 高梁整形外科医院（本町）
まつうらクリニック（成羽町）

☎�１５３１
☎�２３１５

※休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前に電話でご確認ください。

休  日  当  番  医

◎職業相談
　　月～金  8:30～17:15　高梁公共職業安定所
■問い合わせ　高梁公共職業安定所（☎�２２９１）

◎司法書士相談
5月 9日㈮ 10:00～12:00　有漢保健センター
5月 9日㈮ 10:00～12:00　川上総合学習センター
5月 9日㈮ 10:00～12:00　備中総合センター
■問い合わせ　市民課市民係（☎�０２５４）

◎消費生活相談
5月20日㈫ 10:00～15:00　市役所分庁舎会議室Ａ
■問い合わせ　市民課市民係（☎�０２５４）

*************************************************
備北保健所からのお知らせ

　※下記の検査や相談はすべて予約制です。
　病態栄養相談　　　　　 5月  8日㈭　10:00～11:00
　精神保健福祉相談　　　 5月  7日㈬　14:00～15:00
　　　　　　　　　　　　　 5月23日㈮　14:00～15:00
　エイズ・性感染症検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
　　　　　　　　　　　 　4月23日㈬　13:00～14:00
　　　　　 　　　　　　　　5月28日㈬　13:00～14:00
　骨髄ドナー検査登録　　 4月23日㈬　13:00～14:00
　　　　　　　　　　　　　 5月28日㈬　13:00～14:00
　■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）
*************************************************

身体障害者巡回更生相談を行います
　岡山県身体障害者巡回相談（肢体・聴覚）を行います。身体障害者の義肢・装具・車椅子・
補聴器の購入・修理の相談を無料で受け付けます。また、補装具購入費の交付判定も実施し
ます。希望する人は、事前に福祉課へ申請してください。
◆日 時　５月２０日㈫　午前１０時～正午（受付は午前11時30分まで）
◆場 所　高梁総合福祉センター（向町）
◆相 談 料　無料
■問い合わせ・申し込み　福祉課障害福祉係　☎�０２８４

生 活 支 援 情 報

お知らせ
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高
梁
都
市
計
画
を
変
更

都
市
計
画
道
路
お
よ
び
地
区
計
画

　
県
と
市
は
、
都
市
計
画
道
路
お
よ

び
地
区
計
画
の
変
更
を
３
月
20
日
に

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
変
更
は
、
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
一
部
区

間
を
変
更
ま
た
は
廃
止
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

課
で
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
☎
�
０
２
３
８

　

日
本
国
憲
法
第
14
条
で
は
、「
す

べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で

あ
っ
て
、
人
権
、
信
条
、
性
別
、
社

会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
関
係
に
お
い

て
、
差
別
さ
れ
な
い
。」
と
規
定
さ

れ
、
法
の
下
の
平
等
を
保
障
し
て
い

ま
す
。

　
生
活
や
活
動
の
中
で
お
互
い
を
尊

重
し
合
い
、
す
べ
て
の
人
々
が
か
け

が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

①�

結
婚
や
就
職
時
に
お
け
る
「
身
元

調
査
」
等
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

②�

「
え
せ
同
和
行
為
」
を
排
除
し
ま

し
ょ
う
。

③�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書
き

込
み
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
課
☎
�
０
２
５
４

人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

　
平
成
26
年
３
月
20
日
に
旅
券
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
、「
記
載
事
項
変
更
旅
券
」
と
い

う
新
た
な
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
付

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
の
訂
正
旅
券
は
、
ス
タ
ン
プ

に
よ
る
訂
正
の
み
で
し
た
が
、
記
載

事
項
変
更
旅
券
は
、
変
更
後
の
氏
名・

本
籍
が
顔
写
真
の
ペ
ー
ジ
や
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
有
効
期

間
満
了
日
は
変
更
前
の
パ
ス
ポ
ー
ト

と
同
じ
で
す
。

　
記
載
事
項
変
更
旅
券
の
申
請
か
ら

受
け
取
り
ま
で
の
日
数
は
、
新
し
い

パ
ス
ポ
ー
ト
の
作
成
と
同
様
、
閉
庁

日
を
除
い
て
８
日
間
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
課
☎
�
０
２
５
２

パ
ス
ポ
ー
ト
の
記
載
事
項
変
更

訂
正
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

東
日
本
大
震
災
義
援
金

受
付
期
間
を
延
長
し
ま
し
た

　
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
期

間
を
延
長
し
ま
し
た
。

▼
受
付
期
限
…
平
成
27
年
３
月
31
日

▼
受
付
時
間
…
開
庁
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
受
付
場
所
…
福
祉
課
、
市
民
課
、

各
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
支
所

▼
義
援
金
総
額
…
２
９
７
５
万
２
３

５
３
円
（
４
月
１
日
現
在
）

福
祉
課
☎
�
０
２
６
５

　４月１日から、新見市、高梁市、総社市、早島町、倉敷市、矢掛町、井原市、浅口市、里庄町、笠岡市の７
市３町は、圏内に在住する住民の利便と、文化向上を図るため、公立図書館の相互利用サービスを開始しました。
〇ご利用にあたって
・図書等を借りる時は、各市町ごとの利用者カードが必要となります。カード発行の
際に、住所など確認が必要となりますので、運転免許証、保険証、生徒手帳などをご
提示ください。
・貸出冊数など、利用条件が各図書館によって異なりますので、ご注意ください。
・借りた図書等は、必ず借りた図書館にお返しください。

高梁中央図書館　☎�２９１２高梁川流域７市３町の図書館利用

保険課健康保険係　☎�０２５８国民健康保険　重要なお知らせ
平成２６年４月２日以降に７０歳の誕生日を迎える人

７０歳の誕生月の翌月から医療費の窓口負担が２割になります。
（※ただし、各月１日が誕生日の人は、その月から２割になります）

・７０歳から７４歳の人の窓口負担は法律上２割となっていますが、特例措置でこれまで１割負担とされていま
した。平成２６年度から、２割負担に見直されることとなりました。
　なお、窓口負担には毎月の自己負担限度額が定められていますが、２割負担となる人は、自己負担
限度額が下がります。
※ご注意：一定以上の所得がある人は、これまでどおり３割負担です。

平成２６年４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた人
平成２６年４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま変わりません。

・平成２６年４月以降も、引き続き特例措置の対象となります。
　なお、窓口負担には毎月の自己負担限度額が定められていますが、この自己負担限度額も変わりま
せん。
※ご注意：一定以上の所得がある人は、これまでどおり３割負担です。

情報コーナー
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冊
子
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

食
と
健
康
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
結
果

　
市
と
吉
備
国
際
大
学
が
連
携
し
て

行
っ
た
「
食
と
健
康
に
関
す
る
市
民

意
識
調
査
」
の
回
答
へ
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
調

査
結
果
が
ま
と
ま
り
、
冊
子
が
完
成

し
ま
し
た
。
冊
子
を
無
料
で
配
布
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
秘
書
政
策

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秘
書
政
策
課
☎
�
０
２
０
８

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
に
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
市
内
各
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。
会
場
や
日
程
は
町

内
回
覧
（
登
録
し
て
い
る
人
に
は
ハ

ガ
キ
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
会
場
で
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
外
の
動
物
病
院
で
注
射
を

受
け
さ
せ
た
場
合
は
、
獣
医
師
か
ら
発

行
さ
れ
た
注
射
済
証
明
書
を
持
参
し
て

市
役
所
で
手
続
き
を
行
い
、
注
射
済
票

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課
☎
�
０
２
５
９

（４月２日現在） ハローワークたかはし　☎�２２９１

職　　　種 所在地 賃金月額
建築大工 有漢町 160,000円 ～ 300,000円
内職者担当（配達・受け取り等） 本町 135,000円 ～ 145,000円
一般事務 鉄砲町 120,000円 ～ 200,000円
葬祭業務 中原町 時給  830円 ～ 850円
作業員 玉川町 210,000円 ～ 276,000円

求人情報
職　　　種 所在地 賃金月額

生活支援・作業支援員 落合町 時給  850円 ～ 900円
歯科衛生士 柿木町 157,000円 ～ 227,000円
調理 有漢町 時給  750円
クリーニング品の洗い作業 南町 時給  710円 ～ 750円
事務職 落合町 時給  800円 ～ 1,000円

　
市
内
に
あ
る
民
間
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
費
用
・
耐
震
改
修
工
事
費
等

を
補
助
し
ま
す
。

●
耐
震
診
断
費
用
補
助

　
４
万
２
千
円
の
う
ち
４
万
円

●
補
強
計
画
作
成
費
用
補
助

　
４
万
２
千
円
の
う
ち
２
万
８
千
円

　
・
主
な
補
助
の
対
象
条
件

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
建
物
の

半
分
以
上
が
住
宅
の
用
途
で
あ

る
こ
と

※
２
０
０
平
方
㍍
以
下
の
住
宅
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

　
補
強
計
画
に
基
づ
く
見
積
額
（
補

強
工
事
部
分
の
み
）
×
０
．
23

※
上
限
50
万
円

　
・
主
な
補
助
の
対
象
条
件

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
建
物
の

半
分
以
上
が
住
宅
の
用
途
で
あ

る
こ
と

③
地
震
に
対
し
て
安
全
な
構
造
と

す
る
よ
う
勧
告
ま
た
は
指
導
を

受
け
た
も
の

④
耐
震
診
断
を
受
け
、
そ
の
結
果

が
耐
震
基
準
に
満
た
な
い
も
の

※
リ
フ
ォ
ー
ム
・
建
て
替
え
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
課
☎
�
０
２
３
７

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
を
補
助

地
震
に
よ
る
住
宅
倒
壊
を
防
止

　
猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
市
へ

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一

人
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
と
動
物
が

住
み
や
す
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

①
餌
付
け
を
し
な
い

　

か
わ
い
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
餌
付
け
を

す
る
と
、
猫
が
増
え
て
周
囲
に
ふ
ん

尿
等
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

②
室
内
で
飼
育
す
る

　
交
通
事
故
や
感
染
症
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
猫
は
室

内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

③
首
輪
や
迷
子
札
を
つ
け
る

　
首
輪
や
迷
子
札
を
つ
け
、
飼
い
主

が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
課
☎
�
０
２
５
９

猫
の
正
し
い
飼
い
方

人
と
動
物
が
住
み
や
す
い
社
会
へ

　

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
な

ど
、
近
隣
民
家
や
道
路
に
被
害
を
与

え
る
恐
れ
の
あ
る
老
朽
危
険
建
物
の

除
去
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
…
５
月
１
日
㈭
か
ら

▼
対
象
要
件

・
対
象
建
物
は
、
次
の
全
て
に
該
当

す
る
建
物
で
あ
る
こ
と

①
市
内
の
不
良
住
宅
で
空
き
家
に

な
っ
て
い
る
建
築
物

②
近
隣
民
家
や
道
路
に
被
害
を
与
え

る
恐
れ
の
あ
る
建
築
物

③
住
宅
の
不
良
度
判
定
基
準
か
つ
周

辺
へ
の
危
険
度
判
定
の
基
準
を
満

た
し
た
建
築
物

・
解
体
業
者
は
、
市
内
に
事
業
所
が

あ
り
、
建
築
・
土
木
・
と
び
・
土
工

工
事
業
の
許
可
を
有
す
る
業
者
、
ま

た
は
、
解
体
工
事
業
の
届
け
出
を
し

て
い
る
業
者
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
金
額
…
事
業
費
に
要
す
る
経

費
の
３
分
の
１
（
上
限
30
万
円
）

※
対
象
経
費
は
、
解
体
業
者
へ
支
払

う
請
負
代
金

▼
申
請
方
法
…
所
定
の
様
式
で
環
境

課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
環
境
課
、
各
地
域
局

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
申
請
前
に
工
事
着
工
し
て
い
る
場

合
は
、
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

環
境
課
☎
�
０
２
５
９

老
朽
危
険
建
物
の
除
去
費
用
を
補
助

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

狂犬病予防注射済票 犬鑑札
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備
中
宇
治
彩
り
の
山
里
リ
ゾ
ー
ト

施
設
に
陶
芸
体
験
（
出
張
可
）
が
で

き
る
塩
田
焼
工
房
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
地
域
の
交
流
や

イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
…
４
月
26
日
㈯
～
11
月
末

▼
陶
芸
体
験
料
金
（
１
人
当
た
り
）

…
手
回
し
ロ
ク
ロ
（
３
５
０
ｇ

：

湯

飲
み
、
小
皿
等
）
１
０
０
０
円
～

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

備
中
塩
田
焼
工
房
☎
０
８
０

－

１
６
３
１

－

３
１
２
５
、
宇
治
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
☎
�
２
０
０
１

 

陶
芸
体
験  

備
中
塩
田
焼
工
房

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

第
４
回
地
域
公
開
講
座

心
の
病
気
に
つ
い
て
学
ぶ

　
う
ら
ら
か
な
こ
の
時
期
に
は
、
朝

起
き
る
の
が
つ
ら
い
、
眠
っ
て
も
疲

れ
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
人
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
新
年
度

に
な
り
、新
し
い
生
活
や
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
気
持
ち

の
い
い
朝
を
迎
え
る
た
め
に
工
夫
を

し
て
い
る
け
れ
ど
、
う
ま
く
い
か
な

い
時
な
ど
は
、
心
の
負
担
が
影
響
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
「
ス
ト
レ
ス
」
を
テ
ー
マ

に
「
第
４
回
地
域
公
開
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
…
５
月
10
日
㈯　
午
後
１
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所
…
こ
こ
ろ
の
医
療
た
い
よ
う

の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

※
駐
車
場
は
、
正
面
玄
関
前
の
外
来

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

・
講
演
「
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患
と
睡

眠
障
害
」　

講
師
／
こ
こ
ろ
の
医
療

た
い
よ
う
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
原
田

俊
樹
院
長

▼
参
加
費
…
無
料

※
人
数
把
握
の
た
め
、
事
前
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。（
当
日
参
加

も
可
能
）

こ
こ
ろ
の
医
療
た
い
よ
う
の
丘
ホ

ス
ピ
タ
ル
地
域
連
携
室
（
☎
�
２
２

１
７
、

�
７
８
８
１
）

震
災
の
復
興
を
応
援
し
ま
す

「
ま
ち
お
こ
し
」
か
ら
「
ま
ち
の
こ
し
」
へ

　
高
梁
市
は
福
島
県
浪
江
町
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
そ
の
浪
江
町
で
な
み

え
焼
そ
ば
を
通
じ
て
「
ま
ち
の
こ
し

活
動
」
を
続
け
る
浪な
み

江え

焼や
き

麺そ
ば

太た
い

国こ
く

の

メ
ン
バ
ー
を
招
い
て
講
演
会
と
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
い

た
だ
き
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を

共
に
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
…
５
月
11
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
４
時

▼
場
所
…
文
化
交
流
館　
中
ホ
ー
ル

（
交
流
会
は
文
化
交
流
館
前
）

▼
参
加
費
…
無
料

▼
内
容

【
講
演
会
】（
午
前
10
時
～
）

・演
題
／「『
ま
ち
お
こ
し
』か
ら『
ま

ち
の
こ
し
』
へ
」　

講
師
／
浪
江

焼
麺
太
国
レ
ギ
ュ
ラ
ー
麺メ
ン

バ
ー

・演
題
／「
原
子
力
災
害
、そ
の
事
実
、

そ
し
て
私
た
ち
の
役
割
」　

講
師

／
小
林
直
樹
さ
ん（
浪
江
町
職
員
）

【
交
流
会
】（
正
午
～
午
後
４
時
）

・
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）

　
☆
な
み
え
焼
そ
ば
（
福
島
県
）

　
☆
津
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん

　
☆
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ト
マ
ト
焼
そ
ば

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
☆
ミ
ン
テ
ィ
ア

　
☆
高
梁
少
年
少
女
合
唱
団

・
高
梁
物
産
コ
ー
ナ
ー

　
☆
高
梁
紅
茶
の
試
飲
販
売
ほ
か

備
中
高
梁
食
援
隊
事
務
局
（
高
梁

商
工
会
議
所
内
☎
�
２
０
９
１
）

　
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
老
人

福
祉
大
学
（
高
梁
会
場
）
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
…
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
か
、
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
開
講
日
…
６
月
20
日
㈮　

７
月
23

日
㈬　

９
月
17
日
㈬　

10
月
29
日
㈬

　
11
月
12
日
㈬　
全
５
回

▼
会
場
…
文
化
交
流
館　
中
ホ
ー
ル

▼
内
容
…
健
康
づ
く
り
、
老
後
の
雑

学
、
時
事
問
題
、
落
語

▼
受
講
料
…
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
２

４
０
０
円
、
会
員
以
外
３
４
０
０
円

▼
申
込
先
…
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
、
会

員
以
外
の
人
は
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会▼
申
込
締
切
…
５
月
16
日
㈮

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
☎

０
８
６

－
２
２
６

－

２
８
７
７
）、

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
�

７
２
４
３
）

 

老
人
福
祉
大
学
受
講
生
募
集

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
各
種
講

座・サ
ー
ク
ル
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
講
資
格
…
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
し
て
い
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
（
有
資
格
者
以
外
の
人
で
受
講

し
た
い
場
合
は
要
相
談
）

講
座
名

開
催
日

茶
道
講
座（
裏
千
家
）
毎
週
水
曜
日

華
道
講
座（
池
坊
）
第
２
、
第
４
木
曜
日

ペ
ン
習
字
講
座

第
２
、
第
４
土
曜
日

初
級
英
会
話
講
座
第
２
、
第
４
火
曜
日

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
�

１
８
８
０
）

 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
生

一
緒
に
教
養
を
高
め
ま
し
ょ
う

　
高
梁
中
央
図
書
館
は
、
次
の
講
座

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
古
典
文
学
講
座

▼
内
容
…
「
徒
然
草
」
の
解
読
と
現

代
へ
の
影
響

▼
日
時
…
第
１
土
曜
日　
午
前
９
時

30
分
～
午
前
11
時
30
分

▼
年
会
費
…
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

▼
講
師
…
赤
羽
学
さ
ん
（
岡
山
大
学

名
誉
教
授
）

〇
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座
（
無
料
）

▼
内
容
…
昔
話
、
お
は
な
し
の
語
り

や
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成

▼
日
時
…
第
２
土
曜
日　
午
後
１
時

30
分
～

〇
高
梁
市
史
を
読
む
会
（
無
料
）

▼
内
容
…
「
高
梁
市
史
」
を
読
み
、

市
の
歴
史
（
幕
末
中
心
）
を
学
ぶ

▼
日
時
…
第
４
水
曜
日　
午
後
１
時

30
分
～

▼
講
師
…
児
玉
享
さ
ん
ほ
か

〇
た
か
は
し
朗
読
の
会
（
無
料
）

▼
内
容
…
視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の

「
声
の
広
報
紙
」
づ
く
り
な
ど

▼
日
時
…
第
４
金
曜
日　
午
後
１
時
～

〇
古
文
書
研
究
会
（
無
料
）

▼
内
容
…
古
文
書
の
解
読
と
解
読
資

料
の
製
本

▼
日
時
…
第
２
水
曜
日　
午
後
１
時

30
分
～高

梁
中
央
図
書
館
☎
�
２
９
１
２

高
梁
中
央
図
書
館
講
座
生
募
集

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

情報コーナー
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　５月に開催するスポーツ大会のお知らせ　 　 市体育協会事務局（スポーツ振興課内）☎�０４２５
名　称 日　時 会　場 備　　　考

第35回備北地区
卓球大会

11日㈰
午前8時30分 市民体育館

【対　象】�高梁市、新見市、真庭市、吉備中央町に在住、勤務、
通学する中学生・高校生・一般（大学生含む）、およ
び上記範囲のクラブチーム等に所属している人

【部　門】<個人戦>男子の部、女子の部、シニアの部（50歳以上の男女）
　　　　　<団体戦>男子の部、女子の部
【参加費】団体（1チーム）: 高校生・大学生・一般1000円、中学生500円
　　　　　個人：高校生・大学生・一般500円、中学生300円
　　　　　※当日受付にて徴収
【申し込み】�5月2日㈮までに市体育協会事務局へ
【問い合わせ】�三上さん（☎090-9730-3219）

第52回市民体育祭
市民健康づくりソフト
ボール大会

18日㈰
午前8時30分 高梁運動公園

【対　象】�市内に在住、勤務する人で構成された大学生、一般の
チーム

【参加費】１チーム2000円
【申し込み】�5月13日㈫までに市体育協会事務局へ
【問い合わせ】渡辺さん（☎�０４９５、 �1003）

　高梁駅ふれあい連絡路展示　高梁文化協会（☎�２１２５）

　毎月、高梁文化協会による短歌・俳句・書道・ちぎり絵・写真などの作品
展示を行っています。ぜひご覧ください。

　展示名：「麓短歌会」　　期間：５月１日㈭～５月３1日㈯

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

▼
暖
か
く
な
っ
た
か
と
思
う
と
、

寒
さ
が
戻
っ
て
く
る
気
候
で
す

が
、
桜
の
花
が
満
開
の
中
、
新
し

い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
１

年
生
の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
声
は
気
持
ち
が
い
い
も
の

で
す
。
本
市
で
も
新
年
度
の
ス
タ

ー
ト
に
当
た
り
、
人
事
異
動
を
行

い
、
新
し
い
組
織
と
人
員
体
制
、

予
算
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
将
来

を
見
据
え
た
事
業
を
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

▼
宝
島
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
い

な
か
暮
ら
し
の
本（
２
月
号
）」で
、

高
梁
市
は
「
子
育
て
世
代
に
ぴ
っ

た
り
な
田
舎
部
門
」
で
、
第
１
位

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
住
み
た

い
田
舎
」
総
合
順
位
で
も
全
国
20

位
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

評
価
を
受
け
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
施
策
の
効
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
中
、

県
の
集
落
支
援
事
業
が
、
市
内
宇

治
地
域
と
松
原
地
域
で
行
わ
れ
、

「
さ
と
や
ま
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ

て
」
と
い
う
小
冊
子
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
活
躍
し
て

い
る
方
々
や
里
山
の
魅
力
、
生
活

の
知
恵
な
ど
を
旅
の
レ
ポ
ー
ト
形

式
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
元
気
に
田
舎
暮
ら
し
を

満
喫
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
も
皆
さ
ん
と
、
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
一
生
懸
命
努
め

て
い
き
ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

▼
Ｊ
Ｒ
備
中
高
梁
駅
の
橋
上
改
札

化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
関
連
事

業
が
来
年
３
月
の
供
用
開
始
を
目

指
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時

に
市
の
事
業
で
駅
東
側
広
場
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
平

成
23
年
に
同
じ
く
橋
上
改
札
を
整

備
し
た
、
山
陽
本
線
の
鴨
方
駅
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
に

降
り
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
便
利
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

備
中
高
梁
駅
に
は
、
西
口
（
現
在

の
正
面
口
）
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

も
設
置
し
ま
す
。
高
齢
者
や
障
害

が
あ
る
方
に
も
利
用
し
や
す
い
駅

に
な
り
ま
す
の
で
、
完
成
す
る
ま

で
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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※このレシピは、行政チャンネル、市ホームページでも紹介します。

＜作り方＞
（豚肉のミルフィーユカツ）
① 豚モモ薄切り肉を広げてシソと肉を交互に重ねたものを２つ作り

４等分に切る。
② ①に塩コショウ、小麦粉をまぶし、溶き卵にくぐらせ、パン粉をしっ

かり付ける。
③ 170度の油で焦げないようにじっくり揚げる。
④ 食べやすい大きさに切って皿に盛り付ける。
（オカラサラダ）
① オカラを電子レンジで２分加熱する。
②   キュウリとニンジンはいちょう切り。タマネギは薄くスライスに

して、水にさらしておく。
③ ボウルに①と②を入れてマヨネーズであえ、塩コショウで味を調

節する。
④ ミルフィーユカツの皿に盛り、ちぎったレタスとトマトを添える。

＜材料＞（４人分）
豚肉のミルフィーユカツ
豚モモ薄切り肉 … 240g
塩コショウ ……… 少々
シソ ………………  8枚
小麦粉 …………… 適量
卵 ………………… 適量
パン粉 …………… 適量
揚げ油 …………… 適量

1 人分の栄養価【 エネルギー 297kcal 】
たんぱく質 16.1g　脂質 20.7g　食塩 1.2g

「がん検診」を受けましょう
　高梁市では平成 23年に 166人もの人ががんで亡くなっています（全死亡数の３割）。
　がんはほとんど自覚症状がないまま進行します。がんの早期発見、早期治療のためには、症状が
なくても、１年に１回は検診を受けることが大切です。

豚肉のミルフィーユカツとオカラサラダ
　ミルフィーユカツとは、薄切り肉を重ねて作るカツのことで、歯の
悪い人や幼児でも食べやすい料理です。豚肉にはたんぱく質やビタミ
ンＢ 1 が豊富に含まれているので、疲れた時におすすめの１品です。

レシピ提供：高梁市栄養改善協議会連合会 備中支部

新生カツ応援メニュー

オカラサラダ
オ カ ラ ……… 120g
キュウリ………… 20g
ニンジン  ……… 30g
タマネギ  ……… 30g
マヨネーズ……… 20g
塩コショウ………少々
レタス ………… 20g
トマト ………… 1個

○高梁市が行っているがん検診
検診の種類 検診方法 対象年齢

胃がん検診 胃エックス線検査 40歳以上
肺がん検診 胸部エックス線検査、希望者へ喀痰検査 40歳以上
大腸がん検診 便潜血反応検査（２日分） 40歳以上
子宮頸がん検診 細胞診検査 20歳以上女性
乳がん検診 視触診、マンモグラフィ 30歳以上女性（マンモグラフィは40歳以上）
前立腺がん検診 血液検査 40歳以上男性

　がん検診Ｑ＆Ａ　～ 聞いてよかった がん検診のあれこれ ～
Ｑ：どこで受けられますか？
Ａ：住んでいる地域の会場や指定医療機関で受けられます。４～５月にかけて地域の愛育

委員さんが配布する「成人検診ガイドブック」に検診についての詳しい内容が載って
います。

Ｑ：会社勤めですが受けられますか？
Ａ：受けられます。指定医療機関での個別検診や日曜日の集団検診も受けられますので、

ご自身のご都合がよい時に受診してください。
Ｑ：一日で全ての健診を済ませたいけどできますか？
Ａ：はい。「総合健診」といって、半日で全ての検診が受けられます。高梁・成羽・川上・備中の市内

４会場で実施します。詳しくは「成人検診ガイドブック」をご覧ください。

■問い合わせ　　　　　　　　　　　　　
　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７知って 得 する検診情報　Ｖｏｌ．１
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一般書
首都崩壊
Ｔｏｋｙｏ Ｃｏｌｌａｐｓｅｄ
高嶋 哲夫／著
幻冬舎
　想定より大幅に早く発生すると
いう東京直下型地震の予想データ
を示された国土交通省の森崎。や
がて震度６弱の地震が東京を襲う
が、それは首都崩壊への序曲にす
ぎなかった…。

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館

15日木
西山コミュニティハウス前　11:00～11:30
黒鳥ふれあい会館前　　　13:15～13:45
川上児童館前　　　　　　14:15～15:15

16日金

玉川地域市民センター前　11:00～11:30
落合地域市民センター前　13:00～14:00
中国電力社宅前　　　　　14:30～15:00
松原地域市民センター前　15:30～16:00

20日火
有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00
有漢生涯学習センター前　　　15:10～15:30
市営単独住宅高梁団地前　16:20～16:50

23日金

巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　16:00～16:30

27日火
津川地域市民センター前　11:00～11:30
高倉地域市民センター前　13:00～13:30
川面地域市民センター前　14:00～14:30

児童書
時計がわかる本
矢玉 四郎／著
岩崎書店
　時計の読み方がわからない子ど
ものために、時計の読み方を教え
る本。短針と長針を分けて読む方
法など、矢玉流の工夫が満載。教
える大人のためのページも収録。
見返しに時計の図あり。

一般書
わたしはマララ
マララ・ユスフザイ、クリスティーナ・ラム／著
金原 瑞人、西田 佳子／訳
学研パブリッシング
　女性が教育を受ける権利を訴
えて、イスラム武装勢力に銃撃
された１６歳の少女マララの手
記。幼少期から、タリバンの台
頭による混乱、銃撃事件とその
後までをつづる。国連本部での
スピーチも収録。

移動図書館「うぐいす号」

13日火
27日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
成羽公民館中分館　　　　 9 :20～ 9 :30
ささゆり苑　　　　　　　 9 :40～ 9 :50
成羽公民館吹屋分館　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
日名神楽公園　　　　　　11:35～11:50

10日土
おりがみあそび「やりひこうき」
おはなし会

（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

17日土 ビデオ「そんごくう」

24日土 こどもまつり
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

31日土 きりがみあそび「ミニミニ竹ひご弓矢」

えほんのよみきかせ　10:00から
小学生までが対象で参加無料。

10日土

小型絵本「わらってよ カバのはいしゃさ
ん」、紙芝居「かたつむりさんのおはなみ」
ほか、工作「カラフルこま」も行います。
（ボランティアグループ『うぐいす』）

今月のおすすめ

今月のおすすめ

図 書 館 だ よ り

３日㈯、４日㈰、５日㈪、６日㈫、
８日㈭、12日㈪、19日㈪、26日㈪

開館時間  9:00～17:00　 休館日

開館時間　9:00～17:00　 　休館日　毎週月曜日　

高梁中央図書館
（☎�2912）

成 羽 図 書 館
（☎�2589）
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　成羽病院は、5月 1日から診療の指示や記録を電子的に扱う電子カルテシステムの運用を開始し
ます。今回は電子カルテシステムの導入目的や特長などについてお知らせします。
◆電子カルテシステムとは
　現在のカルテは紙に書いています。患者さんの治療はカルテを確認しながら行うため、医師や看護師を
はじめ、薬剤師、理学療法士、栄養士などの医療スタッフは、カルテが空くのを待って担当する治療にあ
たっています。
　このため、チーム医療として効率よく効果的な治療を行うためにも、患者さんの医療情報をいつでもど
こでも確認できる環境が不可欠になります。それを可能にするのが電子カルテシステムです。

◆電子カルテシステムの効果
　情報の共有化
　いつでも各部門のパソコンで、電子カルテの情報を見ることができ、リアルタ
イムに確認できます。複数の目でみることで、医療安全の質向上も期待できます。

　医療安全の向上
　注射や投薬を実施する時、口頭での氏名確認に加え、バーコード等で確認しま
すので、誤認防止などの医療安全の向上にもつながります。

　情報のスピード化
　実施内容がすぐにデータ化されるため、診断までの時間が短縮できます。また、
カルテ運搬の手間が省け、待ち時間の短縮が期待できます。

　　成羽病院通信　　　　　　   ■問い合わせ　☎�３１１１

電子カルテシステムの運用を開始します

　4月4日（金）、吉備国際大学、吉備国際大学短期大学部、順正高等
看護福祉専門学校3校合同の入学宣誓式を行い、新入生709人が期待
を胸に本学での新生活をスタートしました。
　今年の入学宣誓式は、新入生の門出をお祝いするかのように桜が満
開に咲き誇り、保護者や来賓、教職員や関係者など合わせておよそ
800人が見守る中、吉備国際大学・吉備国際大学短期大学部の松本皓
学長と順正高等看護福祉専門学校の津尾佳典校長から、新入生の入学
が許可されました。
　松本学長は「常日頃から研鑽を積み、世の中の動きを正しく見抜く
力を身につけてください」と式辞を述べ、津尾校長は「新しい生活を
スタートさせるにあたって、ぜひ挑戦し続けるこころを持ち続けてく
ださい」と激励しました。また順正学園の加計美也子
理事長は「志と目標を見失うことなく、キャンパスで
の青春を謳歌してください」と告辞しました。そして、
新入生代表が「入学の上は、学則を守り勉学に励み、
人格の向上に努めます」と宣誓しました。
　本年度も、こうして無事に新入生を迎えることがで
き、教職員一同、市民の皆様に心より感謝申し上げま
す。学生たちも高梁での新生活に、当初は不慣れな点
も多いかと思いますが、どうか温かく見守ってくださ
いますようお願い申し上げます。

入学宣誓式を挙行しました

■問い合わせ　順正学園入試広報室　フリーダイヤル０１２０－２５－９９４４

　運用開始に向けて、全職員が万全の体制を整えるために準備をしていますが、当分の間は想定外の不具合などで、受
付や診療、会計などで時間が掛かることが予想されます。患者の皆さんには、何かとご迷惑をおかけすることがありま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
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有
終
館
学
頭
時
代

　

江
戸
を
立
つ
時
、
師
で
あ
る
佐さ

藤と
う

一い
っ

斎さ
い

か
ら
「
盡じ
ん

己こ

」（
わ
が
誠
を
つ
く
す
）
の
大
書

を
贈
ら
れ
た
方
谷
は
、
誠
意
こ
そ
学
問
や

行
動
の
基
に
な
る
こ
と
を
心
に
刻
み
ま
し

た
。
藩
主
板い
た

倉く
ら

勝か
つ

職つ
ね

に
つ
い
て
帰
る
途
中
、

そ
の
学
識
・
人
物
を
認
め
ら
れ
、
翌
月
に

は
有
終
館
の
学
頭
（
校
長
）
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
時
に
32
歳
、
六
十
石
と
御
前
町
に

邸
宅
を
い
た
だ
き
、
学
問
研
究
と
藩
士
教

育
に
邁ま
い

進
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

有
終
館
は
初
代
板
倉
勝か
つ

澄ず
み

が
延
享
３

（
１
７
４
６
）
年
に
藩
士
の
た
め
の
学
問
所

と
し
て
置
い
た
こ
と
に
始
ま
り
、
四
代
勝か
つ

政ま
さ

の
寛
政
10
（
１
７
９
８
）
年
頃
に
藩
校
と

し
て
整
備
さ
れ
、
有
終
館
と
命
名
さ
れ
、
教

育
組
織
も
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
内
山
下
に

あ
っ
た
校
舎
が
焼
失
し
た
時
は
、
奥お
く

田だ

楽ら
く

山ざ
ん

学
頭
の
努
力
で
、
通
学
に
便
利
な
中
之

町
（
現
高
梁
幼
稚
園
）
に
再
建
さ
れ
、
藩
が

な
く
な
る
ま
で
こ
の
場
所
で
続
き
ま
し
た
。

　

藩
校
で
は
朱
子
学
を
教
え
、
藩
士
の
子
弟

は
六
、七
歳
に
な
る
と
入
学
し
、
句く

読と
う

師し（
助

教
諭
）
よ
り
四
書
・
五
経
の
素
読
を
受
け
ま

す
。
素
読
は
一
人
ず
つ
進
度
に
合
わ
せ
て
音

読
し
、
覚
え
ま
す
。
素
読
が
で
き
る
と
会
頭

（
教
授
）よ
り
論
語
、
孟
子
な
ど
の
講
義
を
受

け
ま
す
。
学
頭
は
句
読
師
や
会
頭
を
教
え
ま

す
。
学
問
が
進
ん
だ
人
に
は
歴
史
書
（
資し

治じ

通つ

鑑が
ん
、
十
八
史
略
、
日
本
外
史
）や
詩
文（
唐

宋
八
大
家
文
や
唐
宋
の
詩
）
を
教
え
、
文
章

や
詩
を
つ
く
る
こ
と
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

武
術
で
は
剣
、
槍
、
弓
な
ど
流
派
ご
と

に
師
範
の
指
導
が
あ
り
、
上
達
す
る
と
免

許
が
出
ま
し
た
。

　

方
谷
に
と
っ
て
、
こ
の
時
が
学
問
に
専

念
で
き
る
良
い
時
代
で
し
た
。
34
歳
の
元

旦
に
作
ら
れ
た
漢
詩
を
、
山や
ま

田だ

琢た
く

氏
訳
で

み
る
と

『
藩
庁
で
の
賀
宴
も
お
わ
り
私
邸
に
坐
し
て
い
る

　

書
斎
の
窓
辺
で
学
業
を
始
め
よ
う

　

元
旦
の
詩
は
も
う
で
き
た
し

　

去
年
の
読
み
の
こ
し
の
書
物
を
開
こ
う

　

農
耕
に
代
わ
る
俸
禄
で
飢
え
る
こ
と
な
く

　

世
俗
と
離
れ
た
役
目
で
部
屋
は
静
か
だ

　

も
し
生
涯
を
こ
の
ま
ま
で
送
れ
た
ら

　

必
ず
し
も
遠
く
世
を
避
け
る
に
及
ば
な
い
』

こ
の
詩
を
作
っ
た
天
保
９
（
１
８
３
８
）
年

に
、
方
谷
は
師
達
の
薦
め
で
、
自
宅
に
家

塾
も
開
い
て
い
ま
す
。
臥
牛
山
の
麓
に
あ

っ
た
の
で
「
牛
ぎ
ゅ
う

麓ろ
く

舎し
ゃ

」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
武
芸
を
重
視
し
、
学
問
を
軽

く
み
る
風
潮
が
あ
り
、
塾
生
が
書
物
を
携

え
て
往
来
す
れ
ば
悪
口
、
暴
行
さ
れ
る
の

で
、
そ
れ
を
懐
に
隠
し
て
往
来
す
る
状
態

で
し
た
が
、
京
都
の
寺て
ら

島し
ま

白は
く

鹿ろ
く

師
の
息
子

義
一
や
倉
敷
の
三み

島し
ま

中ち
ゅ
う

洲し
ゅ
う、
川
面
の
進し
ん

鴻こ
う

渓け
い
、
藩
士
の
な
か
で
意
欲
に
燃
え
た
大お
お

石い
し

隼は
や

雄お

な
ど
、
常
に
数
十
名
が
学
ん
で
い
ま

す
。
藩
士
や
進
、
三
島
な
ど
は
の
ち
に
藩

政
改
革
で
大
い
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

牛
麓
舎
の
理
念
と
し
て
立
志
・
励
行
・
遊

芸
の
三
条
が
示
さ
れ
、
ま
ず
学
問
研
修
の

志
を
立
て
、
熱
心
に
学
習
に
励
み
、
人
格

を
磨
き
、
そ
の
教
養
で
詩
文
を
作
り
楽
し

む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

塾
で
の
生
活
は
、
狭
い
部
屋
で
多
く
の

人
が
学
ぶ
の
で
、
規
則
と
し
て
、
学
問
に

専
念
し
怠
け
な
い
、
人
を
見
下
げ
ず
自
分

を
誇
ら
な
い
、
起
床
と
就
寝
時
間
を
守
る
、

節
度
を
持
っ
て
出
入
り
す
る
、
勝
手
に
飲
食

し
な
い
、
無
駄
話
を
し
な
い
と
決
め
、
守

れ
な
い
人
に
は
、
一
、二
度
は
注
意
す
る
が

更
に
違
反
し
た
ら
す
ぐ
退
塾
願
を
出
す
こ

と
が
決
ま
り
で
、
塾
生
は
熱
心
に
自
分
で

学
習
し
て
、
方
谷
の
教
え
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
勉
強
家
の
進
鴻
渓
が
口
か
ら

血
を
吐
い
た
の
に
本
を
手
放
さ
な
か
っ
た

の
で
、
心
配
し
た
塾
生
た
ち
が
方
谷
に
、「
勉

強
を
や
め
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
方
谷
は
彼
の
様
子
を
見
て
、

「
勉
強
し
て
お
れ
ば
治
る
」
と
言
っ
て
み
ん

な
の
動
揺
を
抑
え
ま
し
た
。
暫し
ば
ら

く
す
る
と

元
気
に
な
っ
た
そ
う
で
、
彼
は
生
徒
一
人

ひ
と
り
を
実
に
よ
く
理
解
し
、
誠
意
を
も

っ
て
指
導
し
ま
し
た
。

　

天
保
10
（
１
８
３
９
）
年
の
大
火
事
で
再

び
有
終
館
が
焼
失
し
た
時
、
方
谷
は
学
業

再
開
を
急
務
と
考
え
、
藩
校
の
五
か
年
間

の
経
費
を
前
払
い
し
て
、
仮
校
舎
の
再
建

を
急
ぐ
よ
う
懇
願
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

素
読
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
街

に
活
気
が
戻
り
ま
し
た
。（

文
・
児
玉
享
さ
ん
）

山
田
方
谷
を
語
る

藩校有終館跡。奥に臥牛山が見える

五

家塾牛麓舎跡
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

老
い
二
人
見
上
ぐ
る
空
に
月
お
ぼ
ろ
雪
か
き
作
業
や
っ
と
終
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本 

義
慧
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

お
雛
様
出
し
て
飾
っ
て
見
た
け
れ
ど
見
る
子
等
も
な
く
過
疎
の
山
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦 

操
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

君
子
蘭
葉
を
わ
け
そ
っ
と
の
ぞ
い
た
ら
に
ぎ
り
拳
の
様
な
蕾
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田 

越
代
さ
ん（
宇
治
町
宇
治
）

紅
梅
の
花
咲
き
初
め
て
冬
枯
れ
の
庭
に
も
春
は
匂
ひ
立
つ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桝
上 

秀
雄
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

催さ
い

花が

雨あ
め

出で

水み
ず

と
な
っ
て
落
ち
る
音ね

は
春
だ
と
小こ

踊お
ど

り
奏か

な

で
る
心
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
嶋 

國
世
さ
ん（
落
合
町
福
地
）

農
村
の
世
話
基
盤
う
す
く
な
り
子
等
街
に
い
で
国
は
荒
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本 

宮
吉
さ
ん（
川
上
町
七
地
）

春
な
の
に
外
わ
大
雪
で
も
ね
老ひ

婆と

わ
暖
か
な
日
多
か
れ
と
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
木 

文
子
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

春
の
陽
に
芽
吹
く
山
波
鳥
唄
う
人
の
心
も
愛
あ
る
夢
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

由
き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

陽
足
延
び
今
満
開
の
福
寿
草
我
が
世
の
春
と
い
わ
ぬ
ば
か
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦 

数
馬
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

毎
夕
の
犬
と
の
散
歩
今
日
も
ま
た
四
季
の
う
つ
ろ
い
肌
で
感
じ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
村 

遊
子
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

夫
婦
岩
ヤ
マ
ト
レ
ン
ギ
ョ
ウ
ち
ら
ほ
ら
と
葉
よ
り
も
先
に
春
を
告
げ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田 

眞
一
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

雪
残
る
斜
面
の
枯
草
そ
っ
と
分
け
小
さ
な
蕗
の
芽
私
に
ほ
ほ
え
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
石 

恵
美
子
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

抑よ
く

留り
ゅ
うを
黙も

く

せ
し
ま
ま
に
夫つ

ま

逝
き
ま
せ
り
せ
め
て
あ
の
世
は
安
ら
に
と
祈
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野 

は
る
恵
さ
ん（
原
田
南
町
）

川
柳

新
聞
見
ツ
ボ
を
お
さ
え
明
る
い
日　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡 

麻
江
さ
ん（
成
羽
町
下
原
・
鶴
寿
荘
内
）

年
寄
も
明
る
い
春
で
楽
し
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田 

節
子
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

モ
ン
ゴ
ル
へ
留
学
さ
せ
よ
綱
取
を　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口 

豪
さ
ん（
川
面
町
）

「このマグロ、ネタが薄くてシャリが見え」

鈴村 繁實さん（川上町地頭）

三
み

村
むら

 ヨシエさん
（川上町三沢）

　３月に100歳（大正３年生まれ）の誕生日
を迎えられた方を市職員らが訪問し、記念
品や花束を贈って長寿を祝いました。
　市内で100歳以上の人は４月１日現在で
４８人（男性８人、女性４０人）。

長寿おめでとうございます

　市民の皆さんからいただいた
お便りなどを紹介します。

　私たちガールスカウトは、東日本大震災
で被災した子どもたちのために自分たちに
何かできることはないかと考え、義援金を
集めることにしました。
　小学生は、高梁市内で募金活動を行いま
した。中高校生は、岡山ドームで開かれたフ
リーマーケットに参加しました。フリーマ
ーケットで売る品物は、支援してくださっているロータリークラブや国
際ソロプチミストのみなさんにも協力していただきました。
　市が職員派遣など支援事業を行っている縁で、福島県浪江町の小学校
と中学校に寄せ書きと文房具、義援金を送りました。
　被災者の方たちが元気になってくれることをお祈りして、これからも
このような活動を継続して行っていきたいと思います。

ガールスカウト岡山県第18団
☆団員募集中☆
ガールスカウトは、ボランティア活動、野外活動、季節の行事、地域のイベントへの参
加など、高梁市内でさまざまな活動を行う女の子の団体です。ただいま団員募集中で
す。皆さんも一緒に活動してみませんか？      （連絡先｜堀部美容室 ☎�３１００）
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すこやかスマイルは、５月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を募集します。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、住所、
応募者の氏名と続柄、 20字程度のコメントを明記して、 〒716-8501 〔住所不要〕 広報たかはし 「すこやかスマイル」 係へご送付ください。 市ホー
ムページからも応募できます。 ※締め切りは４月２５日（金）です。 応募多数の場合は先着順とします。 吉備ケーブルテレビ行政放送でも紹介します。

岩
いわ

木
き

 倖
ゆき

乃
の

ちゃん
（落合町近似）

平成25年4月1日生まれ
「誰からも愛される優しい
女の子になってね♡」

（応） 父・勢司さん 母・真弓さん

松
まつ

浦
うら

 志
し

歩
ほ

ちゃん
（落合町阿部）

平成25年4月5日生まれ
「☆志歩まんじゅう☆誕生
日おめでとう！！」

（応） 父・潤さん 母・真紀さん

為
ため

永
なが

 悠
ゆう

眞
ま

ちゃん
（成羽町下原）

平成22年4月8日生まれ
「４歳おめでとう!!これから
も優しさ持ち続けてね♡」

（応） 父・知則さん 母・真理さん

難
なん

波
ば

 莉
り

生
お

ちゃん
（落合町阿部）

平成24年4月26日生まれ
「何でも興味があってすぐイタズラする活

発な莉生ちゃん。すくすく大きくなってね」
（応） 父・隆宏さん 母・有子さん

田
た

村
むら

 美
み

琴
こと

ちゃん
（落合町近似）

平成23年4月29日生まれ
「何でも一生懸命頑張る
姿。立派だよ」

（応） 父・健さん 母・智美さん

川
かわ

上
かみ

 彩
あ す み

純ちゃん
（松山）

平成23年4月3日生まれ
「祝３歳☆いつもたくさん
の笑顔をありがとう♡」

（応） 父・和久さん 母・美穂子さん

崎
さき

山
やま

 泰
たい

地
ち

ちゃん
（正宗町）

平成23年4月25日生まれ
「いっぱい食べていっぱい
笑顔の泰地です☆」

（応） 父・晃史さん 母・紘子さん

佐
さ

藤
とう

 愛
あい

栞
か

ちゃん
（成羽町下原）

平成22年4月15日生まれ
「☆祝４歳☆いつまでも仲
良しだよ♪」

（応） 兄・光起くん、佑磨くん

中
なか

笹
ざさ

 岳
がく

ちゃん
（落合町近似）

平成25年4月9日生まれ
「やんちゃながっちゃん☆
大好きよ☆☆」

（応） 母・みかさん

太
おお

田
た

 桜
さくら

ちゃん
（落合町近似）

平成25年4月12日生まれ
「笑顔満開、桜ちゃん！お
転婆もほどほどに☆」

（応） 父・裕貴さん 母・華織さん

村
むら

井
い

 琉
りゅう

太
た

ちゃん
（新町）

平成25年4月3日生まれ
「夢はサッカー日本代表！
頑張れ、琉太☆」

（応） 父・誠司さん 母・夏子さん

新
にい

山
やま

 菜
な

々
な

恵
え

ちゃん
（高倉町大瀬八長）
平成25年4月5日生まれ

「大好きなお兄ちゃんと
ずっと仲良しでいてね！」

（応） 父・寛さん 母・千恵さん

小
こ

林
ばやし

 司
つかさ

ちゃん
（高倉町飯部）

平成24年4月10日生まれ
「小林家のウルトラマン！
元気に大きくなぁれ☆」

（応） 父・篤志さん 母・加奈さん

平
ひら

松
まつ

 大
だい

始
し

ちゃん
（松原町大津寄）

平成20年4月11日生まれ
「パワフル大ちゃん。心も
体も大きくなあれ」

（応） 父・修一さん 母・久子さん

木
き

口
ぐち

 真
ま

寛
ひろ

ちゃん
（成羽町下原）

平成20年4月15日生まれ
「優しく思いやりのある子
になってね」

（応） 母・美和さん

堀
ほり

 直
なお

太
た

朗
ろう

ちゃん
（横町）

平成22年4月23日生まれ
「幼稚園でも毎日元気でお
友達と仲良く遊んでね☆」

（応） 父・神悟さん 母・由木さん

土
つち

田
だ

 莉
り

玖
く

ちゃん
（玉川町玉）

平成21年4月27日生まれ
「兄弟仲良く元気で優しい
子になってね！」

（応） 父・雅久さん 母・桂子さん

池
いけ

田
だ

 佳
か い ら

礼ちゃん
（川上町地頭）

平成24年4月29日生まれ
「カイラの笑顔で元気100倍
♪みんながメロメロです♪」

（応） 父・達之さん 母・さおりさん

吉
よし

井
い

 俊
しゅん

亮
すけ

ちゃん
（原田北町）

平成20年4月17日生まれ
「兄ちゃんいつも守ってく
れてありがとう！」

（応） 弟・陽貴ちゃん

小
お

川
がわ

 大
たい

聖
せい

ちゃん
（落合町阿部）

平成25年4月15日生まれ
「やんちゃな大聖くん☆元
気に大きくなぁれ！」

（応） 父・哲他さん 母・朋美さん

お誕生日おめでとう！

▲  

イラスト、絵手紙・絵画などの作品、短歌・俳句・川柳など（自作の未発表のもの。作品は写
真をお送りください。）

※ 住所・氏名・年齢・電話番号を明記し投稿してください。（ペンネームを希望される場合は、
その旨お書きください。）

※ 投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、お便りは表記等を一部編集
させていただくこともあります。

※ 締切は、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。原則として原稿や作品は返却で
きません。

■問い合わせ・送り先　〒716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係
　                                         （☎�0210・Eメール hisyo@city.takahashi.lg.jp）

市民のページへのお便りを募集

川
かわ

上
かみ

 大
や ま と

和ちゃん
（落合町阿部）

平成25年4月16日生まれ
「いっぱい食べて、すくす
く大きくなってね♡」

（応） 父・大輔さん 母・まゆみさん

１さい ３さい １さい１さい

１さい

４さい

２さい ３さい

１さい

４さい １さい ２さい ６さい

６さい １さい １さい ６さい

５さい３さい４さい

２さい
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ま ち の

　平成 23年 10月から運行している「備中ふ
れあいタクシー」の利用者が１万人を達成し、
記念式典が開催されました。
　このタクシーは予約制の乗り合いタクシー
で、自宅に迎えに行き、備中町の主要施設間
を週に２、３日運行しています。今後も地域
の新たな交通手段として定着を図り、さらな
る利用者の拡大を目指していきます。

3/18
利用者１万人達成

１万人達成を利用者みんなで喜ぶ

備中診療所前

　「備中たかはし町家通りの雛
ひな

まつり」（同実行
委員会主催）が開かれ、江戸時代の風情を残す
本町通りが多くの来場者でにぎわいました。
　本町と紺屋川一帯には、江戸時代から現代ま
で、各家に伝わるひな人形や手作りの人形など
が飾られ、市民や観光客らを魅了。バザーやひ
な荒らし、和服姿でのおもてなしなど、さまざ
まなイベントが催されました。

 4/5-6
伝統の美しさを満喫

多くの来場者でにぎわう本町通り

本町町家通り

　「健康ポイント制度」の達成者 62人から
ポイントカードが提出されました。この制度
は、各種検診の受診や健康づくり活動への参
加でポイントをため、獲得したポイントを絵
本に換えて、幼稚園・保育園に贈るものです。
　今年も 4月からポイント制度が始まりま
す。健康づくりを楽しみながら、社会貢献を
していきましょう。

 3/19
ポイントためて楽しく健康づくり

ポイントカードを市長に手渡す達成者代表

市役所

　「高梁地域まるごと物産テント村」（同実
行委員会主催）が開かれ、市内各地の特産品
が並びました。旧市内の 10地区のまちづく
り団体などが出店。休憩に立ち寄ったドライ
バーらが買い求めていました。
　山田方谷のＰＲキャラクター「ほうこく
ん」もイベントに初参加。来場者との記念撮
影に応じていました。

 3/9
特産品が盛りだくさん

そろいの法被でお客さんに特産品をＰＲ

岡山自動車道高梁サービスエリア



編
集
後
記
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Lugz&Jera さんと応援ソングを熱唱

選手のプレーに声援を送る

　３月 30 日のサッカー女子・なでしこリーグ
開幕を前に、ＦＣ高槻との対外試合と「シャル
ム激励会」（有志の会主催）が開催されました。
　対外試合は、３－２で勝利。チームの仕上が
りは順調で、課題も再確認。ファンとの交流イ
ベントも楽しみました。
　激励会には、市民など約 250 人が集合。選手
らの決意に大きな拍手を送りました。「私たちは
シャルムを応援します」と宣言し、12 と書か
れた黄色のパネルを掲げ声援。市出身の歌手・
L
ラグズアンドジェラ
ugz&Jera さんが応援ソングを歌い、選手と
ファンが一つになって盛り上がりました。

 3/22
シャルムを激励

神原スポーツ公園、文化交流館

▼
通
勤
し
て
い
る
と
、
桜
が
き
れ
い
で

本
当
に
気
持
ち
が
い
い
で
す
。
広
報
担

当
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
本
で

社
会
人
に
必
要
な
こ
と
は
①
段
取
り
②

コ
メ
ン
ト
③
も
の
ま
ね

－

と
紹
介
し
て

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
に
つ

い
て
は
省
略
し
ま
す
が
、
他
自
治
体
の

広
報
紙
の
良
い
と
こ
ろ
を
「
も
の
ま
ね
」

し
な
が
ら
、
高
梁
市
ら
し
さ
を
出
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｋ
Ｈ
）

▼
「
一
期
一
会
」。
私
た
ち
は
生
涯
の

中
で
ど
れ
く
ら
い
の
人
と
出
会
う
の

か
。
そ
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
新
し
い

発
見
や
気
づ
き
が
あ
り
、
人
と
か
か
わ

る
事
に
よ
っ
て
、
自
分
が
成
長
し
、
支

え
ら
れ
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
取
材
先
で
お
会
い
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
人

と
出
会
え
つ
な
が
る
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
出
会
い
を
大
切
に
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｋ
Ｙ
）

▼
４
月
か
ら
「
高
梁
市
行
政
放
送
」
を

吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
１
２
１
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
し
て
い
ま
す
。
従
来
よ

り
も
き
れ
い
な
画
質
で
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
高
梁
市

が
誇
る
美
し
い
自
然
や
町
並
み
、
松
山

城
な
ど
の
文
化
財
番
組
も
制
作
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
身
近
な
存

在
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
♪�

（
Ａ
Ｏ
）

　「第 10回高梁市消防操法訓練大会」（市消
防団主催）が開催され、小型ポンプ操法の部
に 14分団が出場し、宇治分団が優勝を果たし
ました。２位は有漢東分団、３位は大賀分団。
　宇治分団は、５月 18日に岡山市の県消防学
校で開かれる県大会に出場します。

 3/16
宇治分団が優勝

てきぱきと操作する選手たち

消火活動で感謝状を贈呈された皆さん（３人欠席）

なりわ運動公園

　２月２６日、津川町今津地内で発生した建
物火災で、いち早く現場に駆け付けた地域の
住民など９人が、連携して水バケツリレーで
消火活動を行い被害を最小限にとどめまし
た。その功績に対し、市消防本部から感謝状
を贈呈しました。

 3/28
消防協力者に感謝状を贈呈

消防本部



　今年は、成羽美術館が現在地に新築されて２０年、また高梁市が合
併１０年を迎える節目の年です。
　この記念すべき年に美術館に新しい光りを当てるべく、現代美術家
の向井修二氏による当館（安藤建築）へのインスタレーションと作品
展を開催します。

安藤忠雄講演会
●日　時　５月４日（日）午後１時～午後２時 30 分　 ●会　場　成羽総合福祉センター大ホール（美術館隣り）
●演　題　「芸術の力」　　　　　　 　　　 　　　　●入場料　無料　　　 　　●定　員　300 名（当日受付）
当日サイン会も開催します。※受付で販売の安藤さん著書購入者を対象
１回目：午後 12 時 30 分～午後１時　２回目：午後２時 30 分～午後３時

会 期 ▼  ４月２６日 （土） ～６月１日 （日）  
開 館 時 間 ▼  午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
会 場 ▼  成羽美術館
　　　　　　館内 １階展示室と戸外でのインスタレーション
　　　　　　　　　　　　　　　※２階児島虎次郎展示室、 オリエント室、 化石展示室は常設展示

休 館 日 ▼  毎週月曜日（ただし、５月７日㈬は休館、５月５日㈪は開館します。）
入 館 料 ▼  一般600円、 高校・大学生・65歳以上400円、 小・中学生200円 （※20人以上の団体は２割引き）

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

編集と発行（毎月15日発行）高梁市秘書政策課
〒716-8501 岡山県高梁市松原通2043　電話0866（21）0210　ホームページアドレス http://www.city.takahashi.okayama.jp/

TEL 0866-42-4455
http://www.kibi.ne.jp/~n-museum/

ＲＥＳＴＡＲＴ　はじまりの場所－向井修二　記号展

高梁市発足１０周年・高梁市成羽美術館新築開館２０周年記念展覧会

高梁音楽祭２０１４  － Takahashi Music Fes －
昨年より始まった「高梁市」から発信する音楽フェス「高梁音楽祭」
高梁市出身の歌手「Lugz ＆ Jera（ラグズ・アンド・ジェラ）」をはじめ、
高梁少年少女合唱団やダンスチームＭＩＮＴＩＡ等が出演。
高梁を音楽で熱く盛り上げていきます。

●日　時　５月５日（月）
　　　　　開場：午後４時～　開演：午後５時～
●会　場　文化交流館　中ホール
●料　金　チケット前売り 1,500 円（当日 2,000 円）
●出演者　

▲
 Ｌ

ラ グ ズ

ｕｇｚ＆
アンド

Ｊ
ジ ェ ラ

ｅｒａ
　　　　　

▲
 高梁少年少女合唱団

　　　　　

▲
 Dance Team  Ｍ

ミ ン テ ィ ア

ＩＮＴＩＡ
　　　　　

▲
 Dance Team  Ｄ

デ ィ ラ イ ト

ｅｌｉｇｈｔ（新見市）

　　　　　

▲
 Dance Team  Ｓ

シ ャ イ ン

ｈｉｎｅ（岡山市・倉敷市）

●主　催　高梁音楽祭実行委員会
●問い合わせ　高梁音楽祭事務局☎ 070-5300-3580
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